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石狩湾における産卵期のイシガレイの生活と資源について.

山 下 豊

(中火水産訳戦場)

TheLlfeofHIshigafei=(KareiusblCOloratus〔Bashllewsky〕)

in theSpawnlng Season with Remarkson ItsStock

CondltlOn lnlshlkarlBay,Hokkaldo.

YutakaYAMASHITA

rnthepresentpaper.someresultsoftheeco)oglCa)as叩CtSOf一heslorLynOunder,especlal)y
onlheLrltEelnthespawnlng Season,arereportedbasedupon fcNJryearsOEinvestigat]on from

1961Lo1965LTlthelshLkariBayreg10n,andalsobioLogicalcorulderation5forltSStockcondltion
areGIVER

l)1nthenorthernpartoEtheJapanSeacoastoIHokkaldo.atleasttwodlfEerenttx)pulatlOnS

suchas)nIshlkarlBayandinanoTLhernareacan be diSlingulShed hypoLhetJCally.basedupon

suchcharacLenstlC5 aSnng-formationoftheotolith aswe日aSage-COrnFDSttjon.etc.

2)Thelrdevelopmenta)stagesand)lfeeycleshavenotyetbeenmadeclearexpectforadults

lnthespawnlngSeason.butthefollowlngStagesWerepresumedfromlnEormatlOnObLalneddurlng
thlSSurveyanda】sofrompastlnVeStlgat10nSmadelnSenda113ay

(1)Developmentalstages

Eggstage TheElshspawrlUPtOFebruary,theeggshatch attheendoEthlSmonth

andlnearlyMarch

LarvalStage, LarvaearemeLamorophoseddurlngMarl:handAprlI,andgrowuprapldly

lnShallowplacesfrom MaytoNovemt光r. TheymovetoOEE-shoreareasm

DecemberandJanuary

Youngstage Theydonotreachsexualmaturitytortwoyears From sprlng tOfall

(ApnltoNovemberl,theyHvelnShallowwaternearthemouthsoLnvers lnthe

wlnter(DecembertoMarch)thelrgonadsbecomemahJre)lkeLhc6e inadults,but

theeggsandsty:rmSareSoonabsorbedIntothegonadbssue

Q)Yearlycycleo日lfeinadultflSh

Pre-spawnlngI光r10d ThisperlOdlsregardedthatthelndlVLdualswl【h lmm atUreeggs

areover50% ofthetotal OccurunllIDecember

SpawnlngpeT10d. ThlSper)OdalsoISregardedasatlmelnWhichthefemaleswILh

matureeggsaremorethan50% orthetotalandlndlVldua)swhlChhavespawtle(l

reachmorethan50% oEthetot.ll(fromtheen(LoFDecembertOFebruary)

Recoveringpen吹l lnthlSperlOd,thespawnlng FemalesareOVer50% oEthetotal

(MarchandApt)1).

FeedLngPerlOd MaytoNoverntxr

3)SomeImportantecologicala5PeCt50EthisflShinitsspawnlngSeasonlnthelshlkanBay

reglOnareaSfollows.

+昭和40年度日本水産学会北海道支部例会にて一瓢をロ所発表｡
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11)ThedlStrltMttOnaldensityhast光COmelowhyyears.andthelllSperSalrangesof1962-'63

rx:riodm)and1963J64penodtC)areatめ Ut1/5ofthoseoH 961-●62per.od(A)respeCtlVely

･2)But,thell＼er-WelghtIndexesareincreasingbyyears,anrlthenutrltlVeCOndluOnOTthe

FlShhast光COmehlgher

3lGrowthlSrathert児Lterandthelx)dytenglhlSlnCreaSmg,nevertheless.thesexualmahJrity

isslowinthelatertwoperlOds(BandC)lnCOmpar150nWILhtheLomerperLOd(A)

(4)Thetotalan ourttofspawnedeggscanl光CalcuLaLed(thegonadwelght)×(re)atlVeamount

oEfemaleslneachagegroupI
A.:cordlrlgtOLhlslndlCation,A:a CisdecllnlngaS3.4-I:I4

Ll) TherelatLleam Oun亡Orthisstockcanbecall:ulated(thedlSLrlbut10na)den51ry)×(themain

areaofdlSTXr5alrange) a510･32_ Fromth15and一hedelayor sexualma【urlty.aSWelliL5
reductl0nlnthenumberoEspawnedeggs,一heprospectsEorLhJSStockLSratherdlSCOuragLng

ま え が 善

本触 1.日本全国どこの沿掛こも陸息するといわれているが見的にはきわめて少なく,わずかに仙缶帝を

中心とする太平洋沿岸で底引きに上り漁凄されている｡本道においては石狩帝,とくに余市沿岸以外ではあ

まり漁獲の対敵とされていない｡

余市の場合は12月下付から2月にかけての産卵j剛こカL,イ刺し鰍こより漁幾される｡この時朋はヒラノの

漁がうすくなり.しかもクpガyラカレイの汎朋前であるため.ち1うどそのr川の ●̀っなぎ'として本楯を

利用している｡

開態のはじまった1961-'62年 には非常に漁がよく,とくに "つなぎ"としての役割りが大きかったよう

である｡しかし,そのご年々減少しておりその効果もうすらぎつつあるというのが現状である｡

本文では,イ/ガレイ産卵群の生活の変化から数鹿減少の過僻とその内紳こついてのべてみる.

禾文に入るにさきだち様々ご討議いただいた沿J',圭繋脈的栽グルーブの言行代に対して謝意を滋するo
l 系統群について

縦仔,幼伽 土河口lEl辺のきわめて淡いところで生活するといわれており)),ポビ1レ-シヨソの形成は,川

｢Ⅰという灸件に大きく依存するものと考えられる.北部H,6海の中でも余市で汲鼓されるものは当初から同

一系統群という仮説のもとに謁壷が進められ.年鋲の推捗fJ:とからその仮説が深められた｡

余市以外では生も少なく漁業者はあまり利用していた:いが.増毛での若下の賢料に上ると耳fl'-)ノダの形

成のしかた- -一本の不透明帯が二速になっているものが多い- I-.年令柵成が異なるなどのことから大ま

かではあるが余市のものと区別した｡ここで,ZlJ符湾で漁獲されるもの一一 斤狩川,余市川の川口周辺を中

心に生物的再生産が行なわれている- なれ符汚系統群.補七･鬼匪沿粒のものを堆冬以北系統群と仮説を

設定する｡

2 尭書段FFおよtF生着用期

仙台帝の場合はおよそ次のとおりであるL)･!)｡12月にTF化した稚魚は沿梓にとどまり1-2月のごく垣M

間に変態して休長 20mm く･らいになる.10-30mm の惟魚は3月に松島湾の上うなしゃへいされた.きれ

いな砂地のごく浅いところでたくさんみつけられる｡3月における体長 20mm の椎か ま小型甲鼓軌 多毛

月をたべて林の終りから夏のうちに成長し,8月には体長 60mrnになる010月に体長90-100mmになっ

て沖合いへでて行き底引きaIでとられる｡ 1年でIt性成熟しないが成魚と似た生殖巣の成熟がみられ.卵や

構子はその組掛こ吸収されてしまう.

成魚になると9月ごろから生殖典は成熟しはじめ,成長はかん士んになり10-11月にかけて休止し.翌年

3月まで休止期がつづく｡耳石の辺鰍1透明掛こなる.室田の個体が多く.生殖巣指数は長大となる｡11月

初めから12月の終りに 30m より浅いところの水ai13-lLtOCで産卵する｡1-2月,生殖巣は捷小になる｡
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3-9月のr岩】はイカナゴ,篠々のガソマルス (異脚類)をおもな例として急速に成長する｡記の終 りにな

ると耳石の辺縁は不透明な成長帯を形成する｡生殖鵜桁数は極小から回役し8月中旬ころまでそのままの状

態であるが,そのご漸JV.し産卵にそなえる｡

右枠湾の場合には成魚の産卵ガ】以外難儀はほとんどつかまれていないが,仙台湾の産卵期が12月終り,TT

狩湾とは2カ月のずれがあり.卵 ･推仔も並行しておくれるとして,一応次のように推定した｡

LII発育 段 階

卵 期 , 2月下旬～3月,那化

稚仔期 , 3-4月,変乱 体11<10nul,5-lュ月.ごく浅いところで餌をとり成長.12-1月,やや

やIl合い-でる｡

幼魚期 , 2年まで性成熟しないo摂餌成長期4-11月,成長休止JUH2-3月｡40年7月,浜益で川口

の水深3-4mのところで翌年産卵に参加すると恩われる満2年 の雌250mm,雌270mm

がとれ,おもにオオナゴなたべていた｡また4月に余Ifi町プッチ)Jl沖水深2-3mのところで

体長168mmのものがとれている｡昔は.石狩川の川口付近で,地引き鰍こよって大L"iに1

シガレイ幼魚がとれたという伯報があり,現在でも,散丑であるが漁港することができる｡

L2)生活 周Rll

成糾こついては,いまのところ産卵群のものしかみられない｡

産卵前糊 . 12月中旬まで｡未熟卵のものが全体の50%以上の時期と裁定している｡生殖典指数は産卵

かこむけて増大し,肝臓指数は最大となる｡余市ではこの期の後半のごく短い間しかみるこ

とができず,どういう移動をするかわかっていないO

産卵期 , 12月下旬～2月,熟卵をもつものが全体の50%以上のときから放卵後が50%以上になるまで

の時期｡この卿こはもっとも襟兆し単位漁獲血も尚く漁業者は刺し網で漁狸する｡

回復jyl, 3-4月,放卵後のものが50%以上の時期,広 く分散し卯をとりながら体力の風紋をはか

る｡

損桝期 , 仙台袴では3-9月.石村把ではその実態はつかまれていないが5-11月と推定される｡

3 石狩湾系統群の産卵期における生活の変化

(i)生活偶成と分布rG腔

分'Jfiのしかたは基本的にはかわりないが3),1961-'62年 (以後 ｢A｣とよぶ.)の領域を1とするt'62-

'63年 (同 ｢B｣).'63-'64年 (同 ｢C｣)は約～5'とせまくなっている (約1回)｡しかもその襟度は年々うす

くなって明らかに幣源の減少を物語っているDAのように襟度の高いときには節域をひろげ.逆のときはせ

まくなっており,唖族を維持するための適応と考えられるO

(2)来宅 状 態

肝肢指数は摂飼mlにおける餌の照,FI托 反映すると考え,産卵に要するエネルギーのたくわえの状態をみ
ている｡この指数も年により,あるいは年令によって舛なる｡年令別にみると3年魚が一般に大きく,ほか

よりもすく.れた性男をもっており,産卵能力に影響をおよはすOまたA,BよりもC,D ('64-'65)の指

数が大きくなって紫衣状態がよくなってきている｡これは教鬼の減少にともな:い 1個体当りの桝の瀧が多く

なったものと考える｡

(3)年令組成と成長

Aでほ2.3年魚.B,C,Dは.3,4年魚が主体となり市令化し,2年魚が減少している｡雌はとく

に著しい (卯2E習)｡A,Bでは雌雄とも2年Hlから成熟し産卵していたものがC.Dではまったくあらわ

れていない｡これは性成熟のおくれを示すものか,.ff懐 の対象外で生活していたのかわからないが成熟のお

くれとすれは木槌ff掛ことって大きな問題となろう｡しかもヰ越年政とみられる34-35年級はDで5年伽こ

なり.いままで余市で6年瓜がとれたことがないのでほとんど汎獲減耗あるいは自然減耗し,この年紗 まD

で消失すると考えてよい｡

成長についてみると,一触こ雌は雄より成長がよく,仙台汚.TI狩湾とも満2年からその差がでてくる(節



第3回 成 長 曲線

第2回 年 令削織

3回)｡

雄は2年で 28cTn.3年で,A.ら30cm.C,D32cm,4年,32cm.Dは34cm,5年で35cm,一方,

雌は2年で32-33cm,3年は37-38cm,Cは40cm,4年はA.Bで37cm,C,D で43-46cm,5

年はBで39crn.C.Dで46-50cmとなっており全般的にA,BとC,Dで成長の追いがみられ年々その

幅が大きく大型化の帆句がうかがえる0年鋲によっても成長のL.Yzはあり,やはり大型化している｡これらの

現象は肝Bi指数にもでており,1佃休当りの餌の瓜と個件数のLM係で襟度効果が作用した｡すなわち,個体

薮の減少にともない個体当りの餌の是が多くなり成良がよくなったと々えられる｡

けl無頼について

生殖典範C1は約-次的産卵量を反映していると考える｡この指数も断片摘Bl,成長と同じ依向を示してい

て,これだけをみると年々産卵'Tilま多くなっているようであるが親瓜の丑,雌雄のZ兇係で一概にそうもいえ

ない｡

そこで,生材典昭取×雌の年令別相対掛こより年令別産卵最を井出し.それらを合計することに上ってそ

の年の相対的な産卵兄を試拝した (所1点)｡これによると,A,B,Cの比率は34=I:1.4となり大き

く減っている.年令別の産卵量をみると3年.fRがj:きい｡これは3年魚の出現潮合いが安定していることが

大きな要掛こなっているが肝拝指数にあらわれているように栄養状態がほかよりもすぐれている,というこ

ともそのことをうらづけている0

4 井才について

以上のべたような産卵群の変化-- 分布のしかた,発毛の状態.年令,成Li,産卵の状態などの話御所

- からおよその穴源の兄とおしをたててみた｡

分布硬度×主たる分布面故から相対的な汽源畳を打出した.これによるとA,B,Cの比率は10 3 2

となり大仰こ減少している (那 l表)｡さらに性成熟のおくれ (水菜状態がよく,成長もよくなっているこ



第 1表 産 卵 期 の 生 活 と 資 源

OnthelLfeinspawnlrLgper10dandstockcondltlOn,lshlkanBayt1961--65)
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とと牙后するが),産卵故の減少など悲奴的なみかたが患い｡

今後の問題としては,系統群の仮説を倹証し.産卵期における生活の変化の実態をひきつづき調べると火

に班帆風の生活.川口周辺にいる椎仔.幼魚の実態をつかみ.それらがどのように連がり合っているかを明

らかにさせ,より具体的に資源の動きをT,洲したい｡

+ r]

tlI北海道の北部f･I東海におけるイ/ガレイの系統群について.石狩湾系統帯と堆冬以北系統群の仮説を設

定した｡

t2)発育段階と生活I.la淋 こついては.成瓜の産卵期以外は,いまだ多くのことを明らかになし柑ていないが

ごく大まかな推定を試みた｡

13)石狩帯系枕許の産卵肋こおける年々の生活の変化をいくつかの側面から調べた｡

幽 その括果,石狩帯のイシガレイ賛掛 土大将に減少しており,今後の予想も悲較的である｡

文 献
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浦河町沿岸 の キ タムラサ キ ウニの生態 お よび

資源管理 に関す る二 ,三 の考察

川 村 - 広

(中央水産試輸萌)

EcologlCalStudiesaJld SomeDlscussionsabouttheMethodsoE

ConSerVation oftheSeaUrchln,SlroILgツLocellLrotuSmLdus,
on theCoぉtofUrakawa,Hokkaldo

KazuhlrOKAWAMURA

TheiLut110rCarrledoutecologlCatSludleSOnthellVlrLgenVLrOTlment.growth,dlStrlbut10n,gonad

developmen(andfoòlcon｡ltionsoFtheseaurch■n,SIro7･gyloce′JIrOLLLS lltLdLJS,Orlthecoastof

Urakawa HedlSCuSSedthemethodsoFthelrCOnSeTV.ltlOnOntheba5lSOttheresultsobtalned

Thespec)汎enswerecollectedbydlVlngfrom4mtareasat126 plaeeslnMay,1965 The

resultsarea5fol)ow≦:

1)ThehabLtatSOftheseaurchirLSarerockyorsLOnyborloms.aridareseparatedlntOSeven

localitJeS:Sanhetsu.ShiroLZumi,TsuklsaplN.Urakawa,lkantaI,Toe,and0giTushlbysandyZDne.

TheproducLLOnOfseaweedlSA)fEerentm theselocalltleS TheyarebestlnToe.somewhatgood

lnSh)roIZUlm,JkanLaL;LndOgllushl,butbadlnOtherloc811tleS

2)h Toe.theages0rtheseaurctMt.IrerepresentedbyThedlamereraSfollows:

Oneyearand8months 321cm

2yearsand8months 418土 031cm

3yearsand8monLhs 518士 028cm

4ye=trsand8mortLhs ･611土 027cm

Syearsand8months 6_94士 035cm

6)earsand8months 1755士02Lcm

3)lnalllocalltleS,SPeClmenShavlngarestdlameterOf6cmorso aremostabundaTlt,and

thelargerorsmallerthedlarneterbecolneS.thefewerthenumber TnadulturchlnS,thereare

somediffeiencesofthelr1-ilb】[tltSaCCOr(llngtOLhelrSIZegroup Thereisatendencyfor4and5

yearsoldseaurchLnStOCrowdtogether■nspec)alplaces.buttheolderseau'chlnSdlSPe'Se The

densltyOftheSeaurChlnSLSVarledwILhthelocalltyandcollecLIOnPOlnt

4)GonaddevelopmenH5theLxstlnToe.somewhatgoodlnSh.ro■Zuml.TkanLalandOgllushL.

butbadlnotherL∝alLILeS ThegrowthStageOrthegonads■sgenera))yaHGrow'ng stage"ln
boththefemaleandmale

5)TheamountOfseaweedfoundinthegu一lsC)oseLyrelatedto一hehabllat Ofthesea

urch･.uhavlngagonadIndexlargerthan10.theratesaremorethan80% There.Snoclear

relatlOnbetweentheEoodcondLhOnSan(IdIStrlbul10nOfseaurchms

6)Theautho,dlSCuSSedtheflSh.ngseason.thellShlnggrounds,I'anSp)antatlOn,andother

problemsrelatedtolhernetho(150lconservationOEtheseresources

キタムラサキウニはェ/ノミ7./ウニとともに北海道におけるウニ漁業の対故機ICある｡キタムラサキウニ

の生掛こ関する研究は-′/;7I/ウニに比較して遅れており,これまでにFuji(1960.a,b,C)が生札細胞の
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形成過鼠 生物PIvl的払′J､形,/k殖巣の先述のiFJ,LヨガIなどを明らかにし.著者 (1966)が移赦効巣について報

i-;したに過ぎず,軌跡こおける生態については若者 (1964.b)が棚河町光栄のウニについて報告したのが戯

初であるO

だ古は昭和 91F5月に火柴のキタムラサキウニについて漁場ZIiEをおこない.ウニの大きさと分布,郎

fl,生殖狼の見過状態などを詞べ.賢源状態の詳ifを含め.漁菜賢瀕管理の方法についても報告した｡この

搬幣紙黒から東栄では汽源の凹役がまだじゅうぷんでないこと.細末群のLIJ.現状態が不安定であるらしいこ

となどの理由で昭和10年にもう一度調食を知慮する予定になっていた｡その後,昭和40年には網走計由が拡

大されて,棚中岬T,浦河帆讃協同糾合,鉄伏漁業協同机令の兆円ホ邦として浦河町仝沿岸を対奴に汎坊掲兼

を火施することになった｡この調度はキタムラサキウニ弧二鮭を】阻介の指肴に上る)tl同経営とするための韮髄

節料を得ることをrl的としたもので,Em和JO牛5月13日から5月26日にかけておこなった｡この粥丑から紺

ら九た知見について報告する｡

報告の内執 i池坊と漁菜の概要,生息環境.ウニの年令と大きさ.分布.消化℡内容物,生殖典の先達状

磨,沖菜軒源甘Pjiの方法などである｡

本文に入るに欠き立ち.Jb:内在の換金を7-えられた紺河町,浦河漁業協同#L合.荻伏漁業協同縦令.調査

に当って終始脇ノJしていただいた捕河町水産技術竹及fl大野勝義氏,桝水夫梅子l主秀夫氏,船研nEfE隆書氏.横

側上)た綿火野/Hを治氏をはじめ地元机合暇Elならびに削合Elの皆様に悠劫の意を表する｡

漁 4 と iL兼 の 鞍 手

浦河rlは北海道の太平汗仰Fl高沿1'1!にある｡浦河■T沿脚工砂浜地帯と岩盤,珠地帯が交互に存在し,岩七

味地御 上,ミyイシコソ7'の漁場{･あると同時にウニの生息地帯と1L:っており.キタムラサキウニ,エゾ,;

フソウニが生息している .lJt奴,横地掛 i史からサソべy,白丸,月食,棚河,井舞台の地域が捕河漁業協
同机介甘FJl,7Ji柴,荻伏の地域が叔伏漁業協同HL合の竹内になっている (a'il匝け｡

第 1固 調 亜 %L 所

ThemapofcoastalllneinUrakawa_Showlngeachplacewhere

se.iurChtnsweres且rrlPled

油河町におけるキタムラサキウニ軌男の始まりは比較的新しく,射合の記鍵および聞き取り銅盤によれは

附和B3年にn鬼で清水採粘したのが他DJのJ:う{･ある｡その後.讃古が組合に柵利金を払って授業するか,

または地促のコソプ会が･Jr潔主体となって挫菜している｡捕河沿)'ll性癖の透明度が低く.キタムラサキウニ

の採集は弼水によ19ておこなわれている

各地先で挽盟した年はサ･/ベy,rl泉では,賦和泊,34,36,38,40年,月准 ･浦河では昭和34,36,39

年.井舞台 37,38年,Ar柴 35.36年.荻伏 35,37年となっており,昭和40年に捷菜したのはす/ペ

ソ,白丸だけである｡

世腰掛こついては正確な.,亡掛 ま成っていない堀金が多いが,サソ.iY,自火地区では例年取付き五五20-

30ト'/程度の軌纏がある1うである｡井'p-台では昭和地坪に15トンFliT後の漁獲があった｡荻伏漁業協同組合

の記掛こよれは,光栄ではEVl和35年から36年にかけて9カ月間で167トン,獣状では昭和37年に39トソの漁

姓があった.
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井舞台,東栄では撞く浅海で主として-/ノミ7ソウニを対象にクモ採非や胴付きに上る採柴が小Bi掛こお

こなわれている｡クモ採非は特発におこなわれているが,胴付き採射tT-潮時に独禁の主材の別発としてお
こtL:われており,いずれもかなりの収入源になっているようである｡

材 料 と 方 法

今ま{･の漁薬対敢地域および主要生息地域を大まかに地図上に取り,200 mx200 mの調並区に分けた｡

粥兼区の数はサソベツ12,自火23,月寒7,棚河7,井寒台23.東栄19,鉄t犬35の合計126である (折2回

a,b.C)Q各閑悲区で清水により,一応瓜も分JJFl襟度が前いと考えられる地点で2nlX2rnの枠取り採JJSを

第2画一a 調 盆 地 ,L.fぇ 図

Thedetal)sofsamplingstationsatSanbeLsu,ShLrOはurniandTsuklSaPpu

respecLLVely.

第2回-b 調 速 地 点 回
ThedetailsolsampllnSStaLIOnSatUrakawaandIkantalreSPeCtll,ely

第2回 C 謁 if 地 点 凶

Thedetallsofsampl.ngslaL1-らaLToeandOgifu5hlre5peCti､･eLy.

おこなった｡このような調査法をとったのは次の理由に上る

a)飼養地点数が多いので1地点当りの操典時間はできるだけ垣かくしなければならないが,このカ法で

は1地点の採射こ短時間IC･標本の数を多くすることができる｡

b)採非の方法に一定の条件 (この場合は符雌の商いところ)を決めておけば咋Jtの分和状腰の射 ヒを判
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斬する場合に比較しやすい (前年の淡紫と同じ方蚊)｡

C)できればウニの分布状腰を正確に反映する調査法をウニの生活の9f腰に合わせて確立しなければなら

ないが現状では知見が少ないこと.お上び今回の内兼では他の方法を検討する余裕がなかった｡

滞水した場所に生育している海藻の観察および枠内の海藻 (海床に沈んだ放れ叢を含む)の採集をおこな

った｡

操典したキタムラサキウニは全個体奴径,重畳を湘定した.名詞尤地点10個体について生難巣重歪を洲定

し,熱度を判定した｡熟度の区分は Fu)I(1960,a)の方法に従った｡また,消化管内容物を肉限観察し,海

経と砂粒その他に分け海藻の含まれる串を,全く含まれていない場合を0,海誰のみの椴合を10として11段

階に分けて記鍵した｡

東条のキタムラサキウニ98個体について,Moore(1935)の方法に上り.生殖板にある色架静の鼓から年

令と大きさのEn陳を粥べた｡なお,今挨ウニという牧舎はすべてキタムラサキウニを窓味する｡

鈷 Jt と 考 *

1 生 JLZtgt

網査した水深はいずれの地域でもはは3-10mの範RFlであるo水深IOmに述するのは東栄を除いて沖LIHノ

1.000m以内のところが多い (約2【封a.b.C)｡ 珪矧 王いずれの場所でも岩牧または鎌'Cあるが,砂浜に

近いところでは岩盤に砂をかぶっているところもある｡岩妊地帯では一秒 こ陸dlrこ干潮時に琵出すろ岩礁地

帯があり,ここには君命のエ1/バフソウニが多く生息している｡水深5m以環では岩低の凹凸がはげしく.

いわゆる高蚊のあるところが多い｡東栄では'64年には高瀬時に.'65年には佐瀬時に訴査しているので65年

の各調査点の水津は'64年よりも浅くIL:っている｡

粥査地点およびその付近に生育している海藻lこついては凍れ鎌を含めて第 1滋に示した｡サソベYでは全

体に海藻が少なく,st6(水深 45m)で-,:ノリの-乱 st10(水深 105m)でウルン〆サが観察され

第 1表 羽 衣 地 点 の 海 謙

TheseaweedsfoundlneachsampllngStalLOn

x 溌 れ 謙

地 可地可 調 査 枠 内 の 海 藻 L 調 査 萌 所 付 近 の 海 藻

1日 ';:;/y崇 ~唖

白 兵

3

4

5

7

9

日

t3

14

乃

×ミyイシコノ7'

ミツイyコ./7'

×アナノ

×ミツイ/コンプ

オオ'(オキツJミラ

-バノ1)の一株

ウルツタサ

高い岩礁の上に ミyイ･/=ノブ

高い岩礁の上に ミツイソコソ7'

岡 上

同 上

ミグイ/コソプ

同 上

岡 上

*オノ.'*キツ':ラ
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拓 謙 l Zq査 場 所 付 近 の 海 藻

柵 河 I236 ×アナ-メ 7ナノ高い公他の上に,ミツイシコソプ

井 舞 台 134 高い岩他の上に ミツイシコンプ

同 上 同 上

79 同 上 同 上

lOll 同 上 同 上

×′コギリヒJl',×〆/L,ス,×スジノ.
×スガモ

ミツイシコソプ,×〆ルス,×スガそ.
×ノコギリヒ':

**'(i+･yJ;5

×ミyイyコソプ

×ミyイyコソプ,×ダルス

×アナアオサ,xチガイソ.×ソソ井 i.
×ミyイシコ'/7'×スガモ

東 栄 10

H

xミブイyコ/プ,×チガイソ
x7ナTオサ,xスガそ

xミツイyコソプ,×ノコギtJヒ′=
xスガモ

13 L:誓 鍔 ;;ラ.fJxよ,x･エコギt'ヒ':

5

6

7

人8
9

×三yイ ンコソプ,×ノコ4-'1)ヒJ{

*オ′:キツパラ

高い岩礁の上に ミツインコソプ

同 上

オオ,:キyバラ

ミyインコ./7'.ホ･/ダワラ耕

ミツイyコ･/プ..+.ノダワラ耕

ミyィ./コンプ

同 上同 上同 上

同 上

商い岩鴨の上に ミツイyコソプ

ミツイシコソプ

高い岩礁の上に ミyイシコソプ

ミグイ/コンプ

オオノミオキツJ;ラ

高い岩礁の上に ミyインコソプ

オオ/{オキy′ミラ

高い常態の とに ミyイソコー/メ
ミノイシコソプ

高い岩礁の上に ミツイシコL/プ
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たのみであった｡白魚ではコソブの生育しているJ#所があるが,生育場所は漁場の一散こ限られており.し

かも高根の上部にのみ生育していることが多いので.ウニの採輿場所でコ./プの採集されたのは4地点にす

ぎない｡月寒では7ナノが多く,ほとんど箱根の上に生育していた｡浦河では放れ叢の脚 の多かったとこ

ろがある｡これは浦河港の防波堤および近くに浅いkI,%地帯があって多くの海藻が生育しており,そこから

供拾されているものと思われる｡非舞台では st.7,9,10(水深 4.0-L15m)に非常にコソプの多い地帯が

あり,st.3,4(水深30-40m)にはオオバオサツ-ミラが生育していた｡他の地･::Lでは泊掛 ま少なか っ

たO東栄では大部分の飼養地点でコソプその他の海嫌が生育しているか,または流れ藻があり,醐河町の中

'{･鹿も海藻が地7Ifであった｡前年と比較しても良い状僻であった｡荻伏ではコンプの生17助所は 白きkと同

様の偵向を示し.粥査地点でコソプの採躯されたのは数カ所 (いずれの幼所も水深 40-45m)にすぎTL:

いCまた.st.25,27ではオオバオキツバラが生TTしている.

第 2表 浦河■rコソブ生産鵜の年変化

TheanrLualvariatlOnSOEtheyleLdoELLZ′'MLZr'aA'-guSLLZLalnUrakawa (kg)

÷空こ持./べ品lS 票
空 l井 寒 台 l盛 栄 l荻 伏

約2熟 ま各地域における過去5カ年のコ./7'の生産丑を示したものである｡各地域ともに生産地の年変動

は大きく,しかも地域によって変化を耶している｡昭和40年におけるJJi産掛 i仁収 ,浦河'{･は過去5カ年の

叔低でそれぞれ 64,756kg,34,492kgであり,井寒台,光栄では2荷口に多く,それぞれ 223,390kg,

59.760kg{･あり,荻伏では 161,460kgで長南である｡このようTL:コ./プの生産量の変動はある握庶コノ

ブの生育星の変動を反映していると思われ.名他齢こおける海藻の生育曳 (流れ藻を含む)も年によってか

なりの変動があると想放される｡

キタムラサキウニといっしょに採集された氏生動物には次のような唖腰があった｡監腺動物l捜甲奴釈

(カニ) 1種,オオ′.'-/ヒザラガイ.尊兄炉1億,イガイ薪 (1種おそらくェ･/イガイ),ナマコ,ヒトデ

炉 (主としてイト17キヒトデ)2唖以上,工./′.'7ソウニである｡このうち,イガイ,エ･/パフソウニを除

いては最的には少TL:かった｡イガイは荻伏のst3,5に取ってみられた｡エL/ノミフソウニは各地に生息して

おり,水深5-6m以没に多い憤向がみられ,場所によっては4m一当り100僻体以上のところがあった｡

内査水深の範囲では殻往50-70cm台の大きな個体が多いが.生細腿の発達は捷めて悪く.また,~g-老

(1964.a)が必泊のエゾJくフソウニで報告した赤.n色の斑点が生範射こみられ,製品としての価値はほとんど

ない状態であった｡

2 ウニの年令と大きさ

著者 (未発衣)は M00re(1935)が EclllnuSeSCUlentus{･発見した生殖板にみられる色素輔のリソタが

キタムラサキウニでもみられ,一応年輪として使えることを余rlJkウニの研究に上って明らかにすることが

できた｡色兼帯の形成過掛こついては別の横会に範/Liする予定である｡

東栄産のウニは焚径281-8.62cm の範囲でリソグ数は2以上であり1年口の ウニは採典されなかっ

た｡第3表に示した年令はリノクの数を意味し,講年令では発生の時nlを FuJi(1960,C)の研究から10月と

すれば.2年は 1年8カ月,3年は2年8カ月というようになる｡

各年令の平均の大きさは次のとおりである｡ 2年目321cm.3年口418cm,4年日518cm.5年自

611cm. 6年E]694cm,7年8755cm,となっている(第3衣).8年口以上については1)ソ〆の政を判
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第 3兼 東栄キタムラサキウニの年令と大きさ

ThesIZeOTeilChくIL,egroupOfSLrongyloccJ.Ll'OLLLSllLIdtJSlnToe

iF 令 E 調教鮒 数 l 款 等 ,n)# 閉 l 数 (cm) 径 I gi (ど) i;と

読することは困難であった.

2年口から5年Elまでは海年はぼ 1cmずつ成長し,6年にl以後成長がにぶってくるoLかし,2,3年

口のウニは調査個体数が少ないので,数値そのものが年令群を代表するものかどうか疑問である｡浦河町管

内のウニの生息地域はそれぞれ独立しているし.生活条件も舛なっているから,成長も当焦ge･なっていると

予想され,これらの数値が郷河町全体のウニの年令と大きさの関係を代表しているとすることには無理があ

るoLかし.今回は姿料がないので,一応敷径280-359cm,360-459cm,460-559cm,560-

659cm.660-729cm.730-779cm,780cm以上のグループに分け,ある程度年令を代衣するもの

として今後取 り扱ってゆくことにするOこのグループ分けは前年の-ik栄のウニの1m径組成のモードの変化と

第 4表 大きさ別,個件数百分率

Thepercentageolnumberm eachsIZe-grOuP (潔)

第 5表 大きさ別 .正血百分率

ThepercentageofwelghLlneachsLZe-group

地域 細1可読市 oT 60-559i560-659I6160W 30-77V80uTI
o
･
-

o
･
1

0
･
-

｡o
･
-

o
･
-

o･｡竺



lil

も良く似ている｡

各咋令の平均丑Jili2年EllLlg.3年El31g,4年857g.5年日97g,6年E1143g.7年E日86g.{･あ

t J t ゝ ■ )

類従(cn)

第 3回 地 域 別 敷 径 組 成

Thelocallarla=OnSOrthe51托-rTeqUenCydlSLrlbut10IIS
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る0年間の増韮串は2-3年 121%.3-4年 84%,4-5年 70%.5-6年 49%,6-7年-30

%となる｡

3 ウ=の大きさと分布

(11 ウニの大きさと個体数.放血の比率

各地域の筋径組成を雛3回に各大きさのグルーブ別の個体赦および魂豊の盲分率を第4.5表に示した｡

各地域ともに放径 6cm前後にモードの中心があり,小さくなるほど.また,大きくなるほど少なくTL:って

いる｡この仮向は前年の東栄の結果と同じである｡個体数の百分率を大きさの〆ループ別にみると,教徒

560-659cm台のウニは繍河を除いていずれの地域でも30-50%を占め最も多くなっている｡ 浦河で

は殻径 660-729cm台が268%で澱も多く,全体として大きなウニは他の地域に比較して多い比率を占

めている｡穀径460-559cm台のグループは各地ともに10-20%台であるが,井舞台.荻伏に多い｡殻

径460cm以下のウニは各地ともに10%以下で少ない｡王正毅の百分率は個体数よりも若干大きな方に当然の

ことながらずれている｡

但)教程5cm以下のウニの個体数分和

二二=ゝ -- .･一･･･････サ/へ′

第4回-& 殻径 5cm以下 4m之当り個体数JJl布

'rhe)ndlVlduaLdLStnbutLOnSOfthesealUrChlnSSmallerthan5cmlntestdlameLer,

･neach4m2squ.Tire(aLSanbetsu▲ShlrOIZUmlandTsuklSaPpu)

U .

第4同一b 取径5cm以下 4rn2当り個体数分柿

ThelndlVldualdlStrlbutH〕rlSOltheseaurchlnSSmallerthan5cmlntestdlameler,

･ne.lChLIm2square(atUrakとIWaandlkan(ai)

(.ソ

第4回-c 数径5cm以下4m2当り個体数分1r7

1､1.e･n'l.vl(lu.Lld-slrlbutlOnSOftheSe.1urChlnSbm.t】Lerlhi'n5cTnlntestdlameler,

meac1-lim乞squilre(il一Toean｡LOg】fushL)
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各地域の吏往5cm以下の個件数分科ま約4回a,b,Cに示すように多くの場合4m!当り10個体以下で

あり,井寒台と戚fRで3カ所10個体以上のところがみられる｡これらの個件数の多く州現する幼所は水深

7-10mのところである｡

13)穀径 5cm 以上のウニの平均敢径J/TJI了

.:1~--_ 三十 -__
二 二 二: ∴ '-__--:∴ 去し._.__- Il 1

第5図-8 数理 5cm 以上平均叙任分布 (cm)

ThedlSlnbu一.OrL50ftheaveragelestdLameterOEtheseaurchLrLSlargerthaJ15cm

n iL(aLSanbeLsu.ShlrOiZUmlandTsukjsappu)

第5回Ib 叡径 5cm以上ウニ平均殻径分Jrl'(crn)

Thed.slrlbutlOnSOrtheaveragetestdlaJneLerOftheseaurch.ns
largerthan5cmlnlt(atUrakawaaJldlkantall

~'亡ーこ｣豊ノ/-

第5回-c 数径 5cm 以上平均懲径分布 (cm)

ThedlSIrlbu110n50ltheaveragetestdlameterOftlleSeaurChlnS

largerthan5cmlnlL(aLToeandOg'rush.)

穀径5cm以上のウニの調瓜屯ごとの,17･均敬性分nlを節5回 a,b.Cに示した｡漁切の狭いサt/べy.刀

寒では中央部に敷径5cm台のところがあり.潤辺部にむかって次卵に大きくなる炉向がみられる｡白鬼,

井舞台,荻伏では比僻的小形のウニと大形のウニの分布帯が沿l'i掛こそって交互にみられる｡東栄では上記

2型の混合型を示し,瓜柴海倖沿いの東西の両臥 レプノビラの北西部および井#･台地区に比較的小形のウ

ニが分布し.I,7'/ビラと双発海将の中間地帆 お1ぴレプ･/t:'ラのATddから両肘こかけて大形のウニが分

布している｡この東栄の分布状感は前年の視丑と基本的に同じであるが,全体にウニは大きくなっていろ｡

帥 設径 5cm以上のウニの4mt当り個体数分布

表径 5cm 以上のウニの4rnZ当り個体数分巾は第6回 a,b,C に示した
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- -
==ゝ 一･一･････.･.･一･････ ∵ : I _ . _ ‥ _忘
第6回一& 奴径 5cm 以上 Llm2当り個体数分巾

ThelndlVidualdlStrlhI10nSOElheseaurchlnSLargerthan5cTTLlntest

dlameter.m each4m2square(.ltSant光lSu.ShlrOはurnlandTsukjsappu).し.
).仁っ

許6図-b 叙任 5cm 以上 4mt当り個体故分和

ThelndivldualdlStnbutlOnSOTtheseaurchlnSLargerthan5cmln
Lestdlameter,lneachLlmtsquare(atUTak.･LヽVaarLdTkanLal)

第 6回-c 数径 5cm 以上ウニの 4m2 当り個体分JIf

Thelndll･ldual(llSLrlbut10nSOftheseaurchln5largerLhan5cm ln

te51dlameler,lneaCJILlm之squ;l√e(alToeilnd0gltUSIll)

サンペソでは st4(水深 45m)-33個体のところがあるが,他の地点では10個体前後であり全体に少

ない｡ st2.3(水深 45-L18m)ではウニは隼心せず, sl6(水深 45m)では粒径 5cm以下のウニ

のみ採施された｡

白兎では個体数10-208g体のところが帯状 (水探 55-85m)に分布しており一陣帥こは stlL(水深

35m)を除いて少ない｡ st.4.16ではウニは操典されなかった｡個体数の多いところでは一般に小形のウ

ニが分布している｡

月寒では stLl,6,7(水深 5_0-100m)にかけて10-20個体分布しているが他の場所では少ない｡
浦河では st5.7(水深 90-40m)にそれぞれ15.17個体みられるが全体として少ないC

井舞台では中央部 (水深 40-55m)に30-40個体の非常に多い場所がありウニも大きい｡畑端部 (水

深 30-35m)に20個体前後分布するところがあるがここのウニは小形である｡34f栄に按する地域 (水深

50-75m)では10-30個体分和しておりウニは小形である｡

東栄ではレプL/ビラを朗んで (水深 25-60rn)20-40個体分布しており,st1,4,5にも20個体以上

分布している｡レプソビラと東栄海岸との中開部 (水深 50-80m)は10個体以下のところが多い｡これ
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らの分布状態は前年とはIi一同様の摂向を,1tLているが,前年に比較して1日･個件数の増加のみられるところ

が多い｡しかし､レナ./ビラと東栄海相の中間部では若干減少しているところもあるD

萩Lたでは荻伏海相の31王(水深 30-tom)杏 (水深 40-45m) 両端に近いところに20-40個体と多

く分和しているが,中央部では st20を除いて10個体以下で少ない｡

各地域の調査区の周辺部に個体数の多い地点もあり,湘査区外にもウニが分巾しているnT能性が強い｡

(5)祭径 5cm 以 lこのウニのLIm2当り弔花分布y
∴ ･一一
第7回-& 穀径 5cm 以上ウニの LIm2当り服息分布 (kgl

ThequantItatIVedIStrlbutlOnSOltheseaurchlnSlargerthan5cm lnLest

di.lmeLer,lne.lCh4m2square(aLSilnbetsu.ShlrOIZurnLandTsukisilPPUl

群7回一b 2;B径 5cm 以 ヒウニの 4m2 当り_TriI花分J】(kg)

ThequllnllLatlVedlStrLbut10n50ltheseaurChlnSlllrgerthiln5cm lntest
dlameter.lneach4m2Square(aLUrakawilil°(llkanLill)

井7回-c 数径 5cm 以上ウニの 4m2当り砥砲分布 (kg)

'rhequantlLiLtlVe(lLStrlbut)onsorthesellurChlrLSlargerth.ln5cmlnLe5tdl(LmeLer.

.neilChLlm2square(tntToe.lnd0gllu$11t).

各地域の4m2当り砥屯分れ 王節7回 a.b,Cに'示した｡壷屋分J17は個体数分布とほは一致しているが,

ウニの大きさに上って若干変化している｡

ナノベYではで stlで 21kg.S14で L14kgあるが他の場所では 16kgを最高に l_OkgATI後のと

ころが多い｡

白兵では西81の沖合いの SI19,20に 30kg以上のところがあり.帯状に10-2.4kgの地帯が分布

している｡
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月寒では 516の 22kgが叔稲である｡

浦河では st5.7でそれぞれ 18,27kgであるが他は 10kg以下である｡

井舞台では中央掛こ35-73kgの非常に多いところがある｡他は東側に 2.8kgの地点と東栄に捷す

るところに 23-33kgの部分があるのみで残りの為所は少ない｡

庶栄ではL,プ･/ビラと光栄海梓の中間部を除き20kg以上の水和であり.他の地域に比較して瓜も多く

なっている｡また.約年よりも多い｡

談伏ではJilミ西両掛こ近いところに 20kg以上の/Jl袖がみられるが,中央部では大部分 10kg以下であ

る｡

(61瀬栄における神命別分和

'64,'65年における触発の各年令のウニの 4m2当り個体数分布を第 8-21回に示した｡年令は先さに述

べた懲径の大きさ別のグルーブによって分けたものである.

1年ウニは両年ともに1個体も操典されていtJ:い｡

O. J Sr･ BL_ 甲･'
第8回 4m2当り2年ウニ個体数分布 (1964) 第9回 4mt当り2年ウニ個体数分布 (1965)

ThelndlVldutlldlSITibutionoFtwoyearsOld ThelndlVldualdlSLrlbuL)OnoftwoyearsOld

seatJrChlnSLneachLlm2squareatToe,ln SeaurChlnSlneachLlmt square atToe.m
1964_ )965_

2年ウニは'64年にはL,プソビラの北側 (水深55m)で6個体みられるが,他は 1個体のところが.1カ所

あるのみである (祈8回).-65年にはレ7'ノビラの南から西側 (水深 25-60m)にかけて 1-2個休

斗られる (第9回)｡

3年ウニは'64年にはレ7'ノビラの北側 (水探 55-95m)に2-5個体と多いが.他のところでも1

-2個体散在している (節10回)a'65年にはレプソビラの西側 (水深 25-35m)に2-4個体.FbJ側

(水深 50-60m)にも 2-3個体みられる (耕Il風 )O'64年の2年ウニとの隅齢1ほとんど認められ

ない｡

4年ウニは'64年にはレ7'ソビラの北側 (水深 45m),酉81(水深 55-95m)に10-24個休とかたま

っているところがあり.東熊港の西側 (水深 4m)にも8個体みられるが,I,7'ソt:'ラの東側.南側には少

ない (第12回)｡●65年にはレ7'-/ビラの西側 (水深 2.5m),東栄港の西仰 (水探 30m),および東柴港

の架dlの沖合い (水探 30m)に10個体以上分布しており,井寒台付 (水深 5-6TTl)にも5-8個休のと

ころがある (第13回)｡レプL/ビラのrAE.繭伽こは前年同様少なく,全体として両年の分布卦 i似ている｡
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第10EILlm2当り3年ウニ個体数分布 (1964)

ThelndlVldu.lldlSLrlbutlOnOrthreeyearsold

seauTChlTISlneach4m2squareatToe. ln
1964

L
｣_.____J

書12回 4mt当り4年ウニ個体数分布 (1964)

ThelrldivldualdlslrlbuLionoffouryearsold

seaurchlnSlneach4m!squareaLToe,in
1964

第11回 4m2当り3年ウニ個休数分JFf(1965)
ThelndlVldual(llS(rlbut10nOlthreeyearsold

SeaurChtnstn4Tn2squarealToe m 1965

叫 LL.･.._.･.･..._.･.･.._.ll.ll.･.･.J

■13回 4m!当り4年ウニ個体数分布 (1965)

ThelndivldualdlSlrlbutLOnOffouryearsold

seaurchlnSlneach4rn2SquarealToe.ln
1965

しかし,'65年には'64年に比較して,L,プ･/t='ラの北81で少なく,東栄漣の来叫沖合いに多くなっている｡

'64年の3年ウニとの関係はあまり明確でないが,レ7'./ビラの陣付に多い輔向は似ている. しかし.個体

掛 +_4年ウニの方が多い｡

5年ウニは'糾年にはレプ/ビラの北OI(水深 55-70m).西側 (水深 45-95m),光栄棒の西側

(水深 50m)およびL,プL/ビラの南東僻 (水深 60m)に)0個体以上のところがあり,L,プソビラの南東
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卿を除けは4咋ウニと分布型は似ているが,個件数,分布軽掛i多く,鉱がっている (第14回)｡'65年にも

レプソビラの押倒 (水深 25-65m),東栄港の東側 (水深 30-55m).西側 (水深 30m) の沖合

い,井寒台側 (水深 50m)に10個体以E=のところがみられ,4年ウニと同じ分祁桁向を示すが,個体数は

の5年ウこの分和製も良く似ているが.レブノビラの北側では'65年には陸側に寄っており. レ7'l/ビラの

l■)I
第14回 Lln12当り5年ウニ個体数分JIJ(196J)

Theln(L)vl(lu.lldlSlrlbuLLOnOfllVeyears01(L

seaurchinsineach4m2squtLreatToe, ln
1964

500LT1L._-..___.__.._ll.･._ll.･..｣

第16図 4m2当り6年ウニ仰体政分布 (1964)

'rhe･nd･vldual(llSlnbutlOrlOrSIXyearsOld

seaurChlnSlne.lChLIMPsqu.1reatToe,l■1
196Ll

l il■■

第15回 Llm2当り5年ウニ個体救分和 (1965)

ThelndIVldualdlStrlbutLOnOEfll･eyearsOld

sellurChlnSlne.lChLIm2squareaLToe.ln
lg65

o SdO■
し.._･.._._･.一････一･･一一

第17回 LIm2当り6年ウニ個体数分布 (1965)

ThelndlVldua】d】str.buttonOfsixyearsOld

se.1urChlTISLneach4rn2square,ln1965
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南庶佃では少なくlJ:つているO'64年の4年ウニと'65年の5年ウニの分布は個数の多い場所はあまり変化し

ていないが.全体に5年ウニの個体数が増加しており.レナ ソビラの東.Ft]J側にも多くなってきている｡

6年ウニは'64年には10仰体以上のところはL,プソビラの柄鹿部 (水深 60m)にlカ所のみで,】0個体

以下では全域に分布しているoLかし,レ7'/ビラの北側の淡いところおよびR栄海岸の快いところには少

なくなっている (那16周) 5年ウニと比較すると,5年ウニにみられる荊据&-の場所は少なく.分布が平

均化してきており,若干水深の深いところにも多くなる解向がみられる ●65年の6年ウニは レナー/ビラの

南側 (水深 40-60m)に10個体以上のところがあるが.L,プ'/ビラの北側では10個体以下である (第17

図)｡'64年に比較するとレブソビラの再伸で多くなっている 5年ウニの分布との比掛 土'64年と同様の位

向を示している｡'64年の5年ウニとの幽休をみると. やはり6年ウニは密度が低くなって分散しており,

レプソビラの北.西都で減少し,レプソビラの東,痛部お1ぴレプソビラと東東海岸の中間部では若干多く

なる傾向が認められる.

0 51カJA
1- 芦芦二

第18回 4m℡当り7年ウニ個体数分布 (1961)

ThelndLVldualdistrlbut10nOlsevenyearsold

sellUrChlnSlneachLLm2squarea(Toe,ln
196･l

Ⅶ ■

第19回 4m空当り7年ウニ個体数分布 こ1965)

Thelndl＼うdualdlStrlbuttorlOfsevenyearsold

seaurchlnS lneach･1m2squareillToe,1m
1965

7年ウニは'64年には10個体以上のところはないが.レ7㌧/ビラの南側 (水深 30-85m)に多い (節

18回)｡'65年にも10個体以上のところはなく.レ7'ソビラの瓜から南側 (水深 35-55m)にかけて若干

多い傾向がみられ.6年ウニ1り'&度が低い (第19回)｡164年の6年ウニとの関係も同様である｡

8年以上のウニは'&l年には全体に少なく.5僻体のところがJ2高で 1-2個体の場合が多く,ウニの操

典されなかった地爪が三j近くある (祈20回)｡4,5年ウニの多い地点ではほとんどみられない｡'65年には
9個体,6個捗のところもあるが.全体として-6J年と同様の悌向を,-T=している (祈21回).両年とも7年ウ

ニに比較すると個序数が減少している｡

第6,7滋は ミ̂柴における'64,'65年の各年一命群の推定個体軌 屯敬と1年rijlにおける変化率を示したも

のである (この穀については後にも説明する)｡個体数は1年rHlに52%増加しているが,増加分は主として

'65年の5年l]以下のウニに上るもので,6年以上ではその変化は10%以内である｡8年以上では10%近く

の減少がみられることから.自然嫉耗が増大してくるのではないかと思われる｡5年以上ではTri免の変化率

は年令関の梢7rt等とよく一点しているO
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0 5a)rn
L__..･.･.･.__ll.･...･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･...｣

第20回 4m2当り8年ウニ個体懲分和 (196J)

TllelndivldualdislrlLxJt10nOrOlderthaneight

yearsoldseaurchlnSlneach-lm2squ.lreill
Toe.irk1964

■ t■l■L.一････.･...____･..･.･.･...■

第21向 4m!当り8年以上ウニ個体政分布
(1兆5)

ThelndlVldualdlStribut10nOEoldeTthanelght

yearsoldseaurchlnineachLlm2SquareaL

Toe,lnl965

第 6表 A三栄における1964畔,1965年の年令別拙走生息個体教と並具

'rheanTluaL＼･ilrliltlOt10fe5tlmatednumberandwelghLoftlleSellurChmlneach

age-group,wlthLntheexperlmenLiLliLrealnToe

｢ 甘讐 1 2 ~L~γ｢~4T 5T 6｢

- さ ･::,I.:.II::: ::i.::::.:::::.:::-I.:::. :.二･,.-:::.

｣ い畑;ll.I㌧三:. 1･:三_L:･-::::.:･:::;｣ :-:芸

8以上 l合 計

芸 :≡:I .≡

■ T 表 )964年を100とした1965年における各年鋲の変化率

Therateof～,arlaLionoEnumlx:randweLght

=二季語 l2両 L4二言
lneachage-groupdurlngOrle

巨-6年い-7年l7-8年以上l合 計

旦二芸｣.む_A T,Ll引:封 l;日 :完

膚老 (1964,b)は'64年の東栄の調蘇桔火から,君命のウニについては実際に生牌 ;少ないのか.ある

いは闘志の方法の欠陥に1って採集できないのか不明であると述べIi,℃5年の内釜抵黒からみると.珊河

町全域で君命ウニは少罷しか操典されなかったこと,4年ウニ以上ICも小さいウニと大きなウニとで生7f場

所に並がみられること,光栄の年令別の分布状態から4,5年ウニでは分布襟度の高い砺所が3,4カ所に

水中していること.および,5年臼以上のウニでは推定生息数の変化は少ないが,4年月では急増していろこ

となどから考えて,現在の内炎方法では5年円以上のウニについてIiはばその分布状態を反映させることが

できるが.4年日以下のウニについてはその分棚 を反映さすことはできないと思われる｡とくに3年日
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以下ではその分布の実態は明らかでか ､｡おそらく,4.5年ウニの分布のしかたからみて,4,5年ウニ

の分布襟度の高い場所の近くに3年以下のウニの離推した生息場所があるのではないかと思われる.また,
このことは浮遊幼生の放/L･_移行に際して,変態後のウニが一定の条件をもった特定の場所に処申して付,177す

ることが想放される｡これらの点に関する今後の研究が必繁である｡

ェ′ノミ7./ウニでは小さい僻休は榛めて淡いところに分和し,大きくなるに従い深如こ分神する拭rE'Jが蔽

著である (川村 1960,'64a,'65a,)Ir寸.稚'65iI=-)｡キタムラサキウニでは君命ウニの分布が明らかでない

のではっきりしか .那,今回の調査の範隅では･ウニの大きさと水深の鵬齢王エ/′ミフソウニより岬 #{'

あると思われる｡しかし.ウニの発育役柄に1って一定の移動一分散がみられることはほぼ確実であろう｡

キタムラサヤウニの発作段階,生活周朋にともなう群性の.艮体的な研究は今後の課庵の一つである｡

4 生丈JLの発達状者

第22回.i,h.Cは平均生殖典指数 (/暮=.姫狼屯杜/全盛最×10)の分布を示したものである｡サ/べyでは

こ こ :転写･･･
:I.:二 ･ ∵ ~∴ ~∴ 忘 _

第22回 A 生 殖 狼 指 数 分 布

ThedESLrlbut10nSOlthegonadln(teXOftheseaurehinSlneiLCh(lttferent
bLilLIOnaLSanbelSu,ShlrOltum】andTsuklSaT)Pu)

第22回 h 生 殖 娘 指 数 分 布

ThedlSLnhutLOnSOfLhegona(Lln(lexohheseaurchlllSlneachLllfLerenl
stllLIOn(.ltUrilkawa;ln(llk=Lnti111

第22回-C 生 殖 典 折 数 分 和

ThedlStrlbuL10nSOllllegOniLdIndexoftheseaurchlnslneachdlffererLt
sl.ltlOn(.ltToeandOgllushl1

10以上のところはstI5(水深 45.85m)のみである｡自火ではst3,10,14,23(水深35-70m)
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の各地点では 10以上であるが.全体としてあまり発達が上くない｡月寒では 10以上のところはなく,捕

河では st3(水探 6.5m)のみである｡井寒台では中央部 (水深25-55m) に帯状に10以上のとこ

ろが分布し.光栄の防推称 (水深 SCOm)にもある｡東栄では sl1.4(水深 55,30m) を除いて全て
I0以上である｡前年に比較してレ7'ソビラのIRlmでは若干先述が懸く,レプソビラと東栄海粒の中間部で

はよくなっているところが多い｡荻伏では東西の両端 (水深 30-50m)に1.0以上のところがみられ,

st13,24(水深 40-55m)でも10を越しているが他の場所はよくない√

第 8表 生 殖 典 の 成 熟 状 感

Thepercentageofeachgonad51age

栄

サ

白

月

柚
井

光

政

瀬

演

地域 熟度l回復可 成長期
成長期

ll1 611
190 57.I

120 80.0

77 615

212 563

I I71

319 l̀l8

05 300

(%)

響成
:坤

J
8

9

0

8

Lヨ

ー
｣川川｢

㌘

お

8

30

詔

82
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餌 05

生親族の成熟状態は妨8衣に示したO全体として雌桃とも成長JPめ 個体が瓜も多く,舵では成熟前知】に過

しているものも多い.開LF.El如J王では生殖娘のム細り発達と成熟度の進行状憩は閑適が深く.同役期の多いとこ

ろでは生赦娘の鬼的な尭過も検めて悪い｡-R巣では他の地域よりも脚rtJEこ苑述しており,従って成熟段附も

進んでいるO約年に比較すると雌蝶ともに回復mJの個体はないが,成私J抑こ述している個体もみられない｡
回役RTIのないのは前年のように生瀬典の発達が非偶に愁い地域がみられないためであり.成熟期のtL:いのは

発達の良いところでも前年の水王即こ逢していないからであろう｡

Fu)1(1960,C)が研究した7i足.志苔のウニの成熟状態と比較するとホ師Jのウニは全/Gとしてよく似てい
るが.堆では成熟期の個体が若干少ないようである.

5 詐l化管内容物と海藻の生育状態,分布,生殖狼のLW係

前年の光栄の閃在無臭{･は消化管内容物中に海藻の潮合いが多いほど生細典の発達がよい併向がみられた

ので,今回は海藻と海鼓以外 (ここでは石次掛 まね轟以外の中に含めた)のものの割合いを中心に調べたo

耕23回 a,b,Cの数値は 1地点 10個体の平均で耶化管内容物中に含まれる海蝕の率を%で示したものであ

る｡

サソべツでは50%以上のところはない.白兎では80%以上のところは st.14.23(水深 55-75m)の

みであり大多掛ま50%以下である｡月食では sl1(水深 55m)で80%.st2.3(水深 65m) では65ro

･ tLJ
I令 .

:-I;_ 二 二 こ一‡二一∴ ー ∴ 率 .1

第23回18 打i化管内容物に海拝の含まれる潮合いの分布

Thepercent.lgeSOltheseaweedsfound.rlthegutconlerLIslneachd■rEerenL

staLIOn(aLSiLnbelsu,Shtro.zumJandTsukLSLIPpu)
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第23回-b 消化管内容物に海港の含まれる割合いの分JrJ

ThepercentagesoltheseaweedsFoundlnthegutCOntentS】neachdlEferent
sratlOn(atUrakawaandTkant.lL)

第23図- C 消化管内容物に海藻の含まれる割合いの分/lT.

Thepercenlagesoftheseawee(lsfoundlnthegutcontentslne乙IChd】(lerent

slatlOn(atToeandOglfushl)

であるが,他は10%前後である｡ 榔河では st3(水深 65m)で80%,StLl,5(水深 90m)で60-70

%く･らいである｡井寒台では中央部 (水深 80-5.0m)および東栄に接するところ (水深 50m)に80-

90%台が典申しており,他は st1(水深 35m)の84%を除き低い他を示している.東栄では sL1.4を

除いてすべて85%以上である｡荻伏では st1,3,13,24(水深 30-55m)および西端部 (水深40-

50m) に80%以上のところがみられるのみである｡東栄では前年に比較して.レ7rl/ビラと東栄梅松の中

間地帯で海藻の率が而くなっている｡

全地域を通じてウニが海藻を食べている割合いはウこの分和解齢こはほとんど‡対掛まみられず.ウニの生

息幼所に海藻 (生育しているものおよび流れ轟)があるかないかに開陳しているO祇板の下部にウニが生而

しており上部にコソプなどが生育している場合でも,全 くウニに食べられていない場合が多く,ウニの摂朗

行動の範囲はあまり広くないように考えられる｡

ウニの餌料条件は場所によって非常に不均衡であるが,地域をi柊位にすれば'東栄が最もよく,サ/べノ,

月輝などではあまりよくないといえる｡また,白点,井舞台,荻伏では部分的によい場所があるC水深から

みるとよいところは水深 30-60mの範掛こ多い悌向がみられる｡ 浦河町のコソプの生産iilt(第2表)は

年に上って変化が大きいこと,ヌ三栄では前年よりもコソプの生産が多く.海藻を食べている地域も虹がって

いることなどから.各地域の海諒の生育状態とそれに連なる糾料条件は年々変化しているものと考え られ

るO東栄の餌料条件が比較的よく,しかも均一なのは他の地域と興なり,沖合いにレー/'/ビラの岩礁地帯が

あり.その周囲から流れ藻となった海藻が絶えず供給されるからであろう｡

生難巣の発達状態と消化管内容物に含まれる海藻の割合いとの間には密接な鵬係がみられる｡生殖娘指数

10以上を示すところではほとんど海藻を食べている率は80%以上を示し.と くに発達 のよいところでは

100%に近い｡逆に海藻の串の低いところでは生殖娘の発過も悪くlL:っている｡また淡紫の7榊 iの添誰の串

が悪く,生雑鵜の発達も懸かったところでも,海藻の率が上っているところでは生殖狼の先達もよくなって

いる｡

富士 (1965)はェ′J:7ソウニではコソプ,7ナ7オサ,カヤモ/リ.チガイソなどが生殖典の先述によ
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い海誰であるとしているo前年の東栄および.今回の調査結北からみると,コソプ地帯では生赦狼の先達は

よく,7ナア*サ.-ノミモド車などを食べているウニでもよかった｡しかし.7ナノ,オオバオキy/ミラな

どではあまりよくないようである｡

-′′くフノウニでは生殖巣の発達は冬から林ごろの摂取丑とLW休が深いことが明らかにされている (Fuュl

1962,1963,川村,林,】965).また.著者 (1966) はキタムラサキウニの桝餌と生殖典の先述とのLW係が基

本的にエ′ノミ7ノウニとほぼ同じであることを推定したO

東栄では生細娘の発途は前年の水畔に比べて全体として若干遡れている怖I如 1みられ,また,サソべy自

火で操業した業者の話によれは例年よりも先述がよくなかったということである｡このことはエ′パフソウ

ニの知見からみて,冬から僻こかけての鵬餌活動の銭んになるころからの海疎の生育状態の変化と此孫が深
いと考えられる｡

漕老ら (1965)は礼文血船泊の-′バフソウニで,コ/ブの生産品に年変動があり,それがウニの伽料条

件,ひいては生範典の先述と姻族が深く,生雑鵜の光速状態はコソプの生産虫が多いほどよくなることを指

摘した.東栄では'65年には'64年の】0倍のコソプの生産があったが,生殖鵜の先述は前年悪かったところで

もよくなっており,船油のエ′/て7ソウニと同じ紡兆にtj:っているOコソプの生産拓からのみウニの糾料条

件を考えれば'65年には非*･台,東栄,荻伏では例年よりよく,サ'/べy,自火,月寒,浦河では例年より

懸かったということができるoこのことは生殖典の先達状態から考えれば,サソべy,自火,月率,緋河で

は今後,生難典の発達のよい地域が拡大される助命もあり,井舞台,東栄.荻伏では狭くなる場合もあり柑

るといえる｡

ウニのは脚活動と分JfJのr榊こは今回の調査では一見朋鮪がなさそうにみえるが,今後,発育段階,生活rrq

期にともなう移動,密度その他との総合的な研究が必輩である0

6 漁柴犬源管理[=ついて

(1) 汎 壌

ウニがいかに端的に多く生息していても生殖巣の発達状僻が悲けれは漁獲物としての価伯はないo一般的

にいって.赦中限生殖鵜指数JO以上のところで操業するのがYf源を有効に利用する上でftiましい｡生殖典

の発達は別科灸件と密掛こ関係するから海藻の生育状態と生雛狼との発達の関係からウこの分和区域を次の

三つに分けて考えることができる｡

A-毎年海経が安定して生育し.生範娘の発達のよい場所｡

B 年によって海藻の生育状態の変化が大きく,年々生殖JRの先述状掛こも変化のある場所｡

C 毎年伽料条件が態く く海執 ま生育せず耽れ藻も少ない)きまって生殖典の発達の悲い嚇所o

Aの区域をまず棟梁区とし.Bの区風 iその年の生殖巣の先述状態に上って操業するかしないかを決めれ

ほよいであろう｡Cの区域では操業すべきではない.

東栄では約年軌切をA区 (レプソt='ラt.7.1辺) とB区 (31三栄海上'.iOIq)に分けA区で操業することをすすめ

とがあるから,B区はBの地域に該当すると巧えれはよいであろう｡また,レプソビラの北 ･西部では例年

小形のウニが多くlEJ.現するようであるから款軌区にした方がよいと慰われる｡各地域におけるコ./プを中心

とする海藻の生育幼所および生育屋の年変動の実感が明らかでないので.A.a,Cの名区域を明鰍こ指摘

できない｡

(2)紳 Jgl

洲河町におけるキタムラサキウニ操業のm7rii】はほとんど1-3月に限られているOこの時掛 こはウニ独英

の主要池場である北海冶日本海側では全く操業していないので製品の(rln格の点で有利である｡しかし.生殖

娘の充連はふじゅうぷんな時期であり,ウニの生難])との発達状腰と社会杜mr巾条件をじゅうi:ん検討してで

きる限り漁期を遅らせるのがよいのではないかと思われる｡

(3)漁枚するウニの大きさ

ウニの年令と大きさからみると｣ヒ海jfi独禁調丑掛川による漁獲制限顛径5cmに逮するのほ4年ElであるC
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4年日以後の年問の和正串は4-5年70%,5-6年49%,6-7年30%である.一方.穀径組成および東

栄の各年令群の1年r糾こおける推定個体数の変化からみて,8年以上,敷径 8cm以上では自然減耗が高く

なると思われる (折3臥 第6.7表参帆)｡ これらのことから叡径 6-7cm一台の5-7年のウニを採描

するのが最も効果的であると考えられる｡しかし.東栄を除く地域では生難鵜の発達のよい区掛 ま狭いから

穀径 6cm以上に制限すると漁獲且は大きく制限されてしまうので.次に述べる移植に閑逃して考えれば穀

径 5cm以上のウニを採捕するのがJ:いであろう｡

(4)移 難

生殖鵜の発達は生殖敗の発育段階が成長)抑こおける飼料条件に左右されやすいから.生殖jJtの発達の憩い

ウニを餌料粂件の上い場所に移殖すれば生殖巣の発達がよくなることが予想される｡-/J=フ･/ウニの移殖

効果については二,三の報告 (川村1963.川村1965,a,I),JII村.沌 1965)がある｡ キタムラサキウニの

移雅 も各地でおこなわれているが,著者 (1965)は岩内のキタムラサキウニの移殖訳故をおこない,一応

効果のあることを明らかにすることができた｡各地域ともに生雛3Liの発達の悪いウニが大血に生息している

ので,生殖鵜の発達のよい場所で捷業した後,これらのウニを移苑すれば.各地先の軒源を有効に利用する

ことができるであろうO

(5)推定生息鬼と適正漁牲見

第 9表 封t 定 生 心 ili: (歓径 5cm以上)

TheestlmatedsL∝ksoftheseaurch.nsLtlrgerthan5cmlntestd■ameLer

佃 件 数

サ ン ペ ソ

白 兵

月 寒

力付 河

井 寒 台

棚 河 漁 組 管 内

東 栄

紋 伏

紋 伏 漁 組 管 内

J132.(X氾士

733.000j=

260,000土

184,000j=

975,000 士

2,58Ll,000士

1,635,000j=

1,670.OCK)j=

3.305,0∝)士

213,00)

301,000

123.OCO

158,000

341,α)0
1,)36,000

434.000

455,CKX)

889,000

屈 (kg)

49,弧)j=24.400

83,800土 34.400

27,5(氾 士 13,00)

26,800士 23,OCO

118,200士 41,400

301,800土 136,200

212.600士 56,5(刀

189.㈱ 土 51,600

40).600士108,100

穀径 5cm以上のウニの推定生息量については研9舟 こ示した｡推定の方法は著者 (1964,b)が光栄のウ

ニについておこなったのと同じであり,この糾定法の基本的問題J.7tも前に報告したとおりである｡

地域別に平均生息fEulをみるとサソペソ495トソ,白兎838トン.月嬢275ト/,柵河268ト･/.井寒台
1182トソで浦河漁組管内では約300 トソになるo荻伏漁組管内では光栄2126ト/,荻伏189トソで合計

400トソに遠している｡東栄では前年 101トソで計界しているが,Fmq7-の桐養対象面静ま640.000m21{･あ

り.今回は760.00)m2である｡ このため前年の計井値を760,000m2まで引き伸ばして年令別の推定生息

丑と1年間の増率を示したのが第6,7表である｡個体数では5年以上では性とんと変化はTL:く8年以上で

は減少の軒向がみられる｡4年目から5年F=こかけでの増加率が便わめて砧く全体としては前坤の52%増と

tL:っている｡Zti血では前年の5年口以上でほほ年令関の増加率に比例して増加しており,今何の5年FIのウ

ニは個体数の増加のために前年の4倍にもなっているD全体として70%のJm加になっており,総計2126ト

ンという数値は昭和35,36年に漁捜された167トソ当時に近い水郷まで汽軒が回復しつつあることを示して

いると思われる｡

生触典指数10以上のウニの推定生息鹿を計井すれば約10滋のようになる｡サンペソ日トソ.自束12ト/

月寒0,棚河35トソ.井舞台74トソで柵河漁組管内で約 100ト./である｡如来 190ト/.叔伏69トソで

荻伏漁嵐管内では約260トンに述する.}l舞台.東栄を除いてはtF_殖典指数10以上の推定生息鼓は全体の
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第 10表 生殖])と指数 10以上のウニの推定生息丑

Theest.matedstocksofll､eseaurchlnSmorethan10lngonadIndex

訂IJ.㌃ - 盲~T域 l個 体 数 F来 意(kg)
サ ソ ･べ y

白 )紘
月 瀬
棚 河

井 舞 台

√盲1｢恒 馴 g)

納河軌縦管内
東 栄

荻 伏

欽 伏熟削管内

30%以下であり,移細を前祝とすればこれらのウニを全部取ってもさしつかえIL:いと思われるD井舞台では

生殖狼指数10以上のウニは推定生息丑の60%に連するが,これらのウニの多くは6,7年以上のウニと考

えられ.これ以上保存しても自然減耗串が高くfL:る危険性があり,全部取ってもよいと想われる｡凍栄では

生殖巣指数10以上のウニを全部収九は一度に賢源はなくなってしまう｡TR巣では今Iii)はB区でも身入りが
よかったが,来年はどうなるかわからない｡A区のうちレブソビラの北,西部ではウニが比較的小さいので

禁漁区とし,東側および南側で操業するとすればこの他域にはば100 ト/前後生息すると推定される｡この

うち6年以上のウニは個体数で50%,gi屯で70%を占めており,このウニを 1年口に収るとすれば70ト'/(･

らいの漁獲が可能であろう｡また,B区でもし身入りの状態が今年のようであれは20-30トソの乱獲が期待

できる｡湘河町の漁鰍 ま1月から始まるが,5月の調査時期から翌年の1月ごろまでに,ウニの成族も見込

まれるから花束の増加はある群度期待されようo

ri71年東銀の調査報告でくわしく桐摘したが,生息巌の推定方法が搬宜的で印字的な藁付けに乏しいこと,

汎発の突践による検討がなされていないことなど,推定値がどの程度信較できるかわからないのが別状であ

るOまた,2年間の調査で4年El以下のウニの補充の実態については今の調査方法ではわからないことがF朗

らかになったo今後,操業する時には正確な汎連記穀を作るとともに,操業後に調査をおこなって,抑定_UL

のiE確さ,推定法の改善などについて検討することが必要である｡また.君命ウニの生活状態を明らかにL

Ttli光輝の実博を研究することが大切であるo

柿 平

1) 1965年5月13日から5月26日にかけて州河町沿相のサノべY,白水,月寒,fFLi河,井准台.来光,荻

伏の各地域で滞水により合計126地点2mx2mの枠取りによってキタムラサキウニの操典をおこない,ウ

ニの生息環境.年令と大きさ,大きさと分布.生殖狼の先述状態,刑化骨内容物などを調べた｡また,それ

らの絶北から漁業栗源菅獣について考繋した｡

2) キタムラサキウニの生息低矧 ま岩盤,横地1.'r-Iであるo恥嫌の生育状億は地域によって大きくgUL:って

おり,サソベY,月'&.棚河では少なく,東栄ではコ/プを始め収も多い｡白兎.井寒台,荻伏では海藻の

生育は一部の勘所に限られている.

3) -東栄のウニの年令と大きさ (鮫径)の馳孫は次のとおりである｡

2年日-321cm,3咋日-418cm,4年EI-518cm,5年n-6llcm,6年H-694cm,7年ロー

755cmC

4) 全地域を凪じて戯作 6cmJVT後の大きさのウニが長も多く,それより.A:きいほど.また小さくti:るほ

ど少なくなっている｡lBl径 5cm以上のウニでも小さいウニと大きなウニでは生息幼所に若干の差がみられ

る0 4,5年liのウニは特定の場所に常雄する依向があるが.6年日以上では分散してゆく幌向があるOウ

ニの分布密度は地域や場所によって変化している｡

5) 生殖娘の発達状億は東栄で息もよく,白兎.非寒台,荻伏では部分時によいところがあるが,他の地

域ではよくないo生解放の成妙段掛 ま雌蝶ともに大半が成長期であるa

6) 剛 ヒ管内容物に海経の占める卿合いはウニの生息場所に生育している海藻 (流れ桃を含む)と深い関
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簾があろ｡また.生瀬巣指数10以上になっているウニでは剛 と甘内容物に海藻の含まれる潮合いは80%以

上の場合が多い｡鞘化管内容物の状態からみて,飼料灸件とウニの分布rS度の間にははっきりした閑味を乾

めることはできなかった.

7) 漁場･漁肌 軌集するりこの大きさ.捗嵐 推定生息丑とji正漁叢見TL:どについて考案を試みた｡
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北 海 道産 コ ソプ属 植 物 の幼休 止

リシ リコ ノブの幼体 に つ い て

阪)tlJ-･,吉雄 ･中 津 俊 行

(flE内水産筑鼓場)

TheYoungSporophytesofLa171L71ariafrom Hokkaldo,JapaJI I1

0n theyoungsporophylesofLanunart'a∝hotenSlS

YoshioSAKAT& Toshiyuk)NAKATSU

ThLSISa reportgl､,en in )nstatmenL'Iboutsomemorpholog.Catcharactersottheyoung

sporophytesoFthespec･eSofLLT′,=〃LZr･lLlnHokkatdo lnLhts'e叩rt.theauthorsstudtedthe

character･sllCSOfi oc/10/e′～S'S帆.yabe collectedFrom Oshtdornart.RL5hlrlTs on Feb 23,1965,

;･ndotherplaces ThemucLlagecanalswerestalnedbymethyH'lue

l)Theyoungsporophyteslessthan2mJTtlongaremorLOSLromat'C(FLg I,A) Uplo2mmIll

length.bar-Shapedmull.)ayeredportlOngrowsIntothebladefromthestlPe(FI尽1,B) ThemarglnS

ofthemultllayeredlX)rL■OnSareSerrate AHthelX)rt10nSOfplantsmoreLh;Lnabout30cm hLgh

liremultllayered AlargenumberOEmonoSlPhon伽SrhlEOi(lsfromplilnt52mm hLghareshown

肝Ig2.A)

2)ThemucllagecanalsilPpearattheba島.1】LX)rtlOnSOlLhebladesLnpIIlntSatX)u13mmhlgh

aHirsI(Flg 1,D-F) TheneLworksoEthemucllageciIJWIsohheゎasalporhOnSOftheblades

tlref･neandsmaBl(Flg2,a).butthoseohheuppermosHeg10nSareroughandlLlrge(Photo)

AcrosssectlOnmadebyfree-hand)らshown(Flg3) Theme(llan POrt10nOTthlS50mm hLgt-

p】antconsISLSOfone)ayeredcortexandpa'enchyma TlleCOrllCalcellsare6-15J=ndlam,but

thepa,enchymatouscellsareveryhrge Themuc日agecanatSappearbetweenthecortexandthe

parenchyTna

本報告は祈】報と同じEI的をもって,ホソノコソブおよびてコ./プにひきつづきリノ.)コ･/プについての

観察お上び倹肘を行なったものである｡

材料ならびに方法

主として解散汝投射こ用いた材料 11965年4月22日利尻島牛泊のコノクリート プpツタから操典したも

のを用い,その他の材料は'糾年2月23日同比沼網の天魚礁,'65年3月6Fl稚内市前浜のコソクリート ブ

f]ックから採水したものを用いた｡休長 ･体掛 ま肺葉標本にしたものについて滞定を行ない,体形をあらわ

すため及/特の値を計拝した｡粘液彪道はノチーJL.ブルーの7ルコール溶液を用いて染色し,スケ,チll

アブべの措東署を用いて行IL:つた｡

括 共

析 Ⅰ叔 ('65)においてホノ/コ-/7'は ｢2mm前後になると.この多層の部分が兼静このぴてくる｣ と

報告したC同じ上うに.リシリコノブにおいても2mm以下のものの美都は一層の細胞からなっている (節

I団A)｡しかし,2mnlをこすと基部から多層の部分が美都にのびてくる (節lEg78)｡また,この多層の

部分の捷辺部は錦鵜状になっていることが多く,菓体が相当大きくなっても幼体期のものでは同様であるO

その後.しだいにこの多樹の部分が拡がり,体の瓜上部にだけ一層の部分がのこり,兼体の上部をこの一周
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第 1図 1) ･/ 1) コ ソ 7'の 幼体

YDungSPOTOphytesofI.ochoLeJlSLS

A 17mm,B 22mm,C 25mm.D 33mm,E 45mm,F 62mm

の部分が7チトリをしているように見える｡しかし,この幼体期は1)yl)コソプの場合約30cmく･らいまで

つづき,その後,伸長Rllに入ると菓体のあらゆる淵;分はすべて多層になり,プチトリの部分は見られなくな

るo

幼体期のものを体長50cm以下,5i- 100cm,および10】cm以上の3群に分けて測定したのが窮

1表である｡このうち.体長 8cm 以上のものはほとんどの場合,体上部の)層の部分にプチトリされたあ

第 1表 幼体朋 YoungSIX)rOphytes

Length/Wl(】lh
体 長 (cm) 体 佃 (cm)

最小l最大l平 均 壷~丁 市 大 l平宣

Note

23/Ll'64,泊禰6/lIJ'65.稚内
たりから兼体の縁辺部の波節が始まっており.また多くのものではこのころから中神部が体下部で識別され
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るようになる｡件形は艮/特 としてあらわされているが 5cm 以下のものは 13と円形に近いものから135

と非常に長い形のものまで含まれるが.平均は44であり,5i-100cmのものは平均68,101cm以上

のものは平均112となり次掛こ線形に近くなるcLかし,第 1蓑にのせた体形がすべてのリyt)コソプの幼

体を代茨するものではなく,もっと細長い形のものもみられたが,これらについては標本の不足のため軸足

できなかった｡

約 2mmの･)シリコ./7'幼体の付着部は筋2阿Aに示したように,体の鹿部のR皮細胞から多数のi柊管状

ニ ー

N

fF2回 LJシiJコソプ幼体の仮乱 および集の慮鰍こおける粘液胆道

RhlzDldと(Alandnetworkofmucllagecanalsillba5i一】1X)rLIOnOlbla(ldB).
Ax150 B)(37

の仮板が発出しているのが悦祭されたが.隔快はみられなかった｡

粘液略述はホソノコ/7'.･7コソ7'と同じように,兼部の最下部からでき始めてしだいに上-JJl=のぴてい

く｡1)yリコノブでは体長 03cm 以上ではすべて腔通ができているようである (第 1回D～F)｡粘液腔

iEIの網Flは下方に細かく,上^になるにつれて削人になることも前2細と同様である (写真 l)｡体下部の

写暮1 幼 休 の Hl液 腔 辺

A 体 必 部 lき 体 上 部

Mucllageciul乙llsofLhCyOullgSprOpllyte

A btlStl]l氾rl10nOLI)1a(le a upL}erPOrl10nOH)1.I(te
A.Bx24

桐[暮は細かく美しい (折2回B)メ,7コソブ (荊1報)と比較すると網口がきれざれICある｡

幼体の風株をみるため,体長 5cm の秦部の中央燕の斬併両をみた (祈3回)｡この厚さは約120J▲で.

その表皮細胞は血径 6-15J▲であり,その下に尭細胞が一列にならび,柔阻拝と乗取様との関に也細鞄が

多少できていた｡また.&皮丸拝と柔風鞍の問にところどころに粘液軽道の斬而がみられた (耶3回Mc)｡

しかし,これらはその大きさ.形磨などからみて粘液腺とは思われない｡



第 3匿l 幼 体 中 央 部 の 横 断 面

CrosssectlonofmedlanrX)rLIOnOFyoungsporophyle
Mc 粘液捉jB mucllagecana一 x270

f +

17コソ7'.ホソノコ./ブの体の付着掛 1耶l報 (阪井,船町.1晦)においてはすべて盤状のもののみが

松宗さ九回解された｡したがって,沖EEl(34,'46),阪井,必野 ('64),H Yabu J64)らがコソ7'の発生

のごく初期で記tした単管状の腹板は幼体柳の後期にはどうなるのか不明である｡しかし.iIン1)コ'/プの

約2mmの幼体で単管状の仮眼を記載したが,邦1鞭で放った7コソ7'.ホソノコソプの場合には.コ./プ

の幼体を付石基物からはがす時にこれらの仮蝦がとれてしまったのではないかと考えられる｡ K Kllllan

(191L)IiI_a′/JIJl(JrludtglL(伽 の仮卸ま単一のホース状に讃皮細胞からでており,無色で先鰍 ま朔TIをお

ぴており,さらに発芽期の後方j(大きさにはふれていない)には体X･部の瓜外皮から非偏に若い小茎が放射

状またはyJ線方向に分裂し.什新都の形成をはじめると逝き,また単管状の仮駁をのこしたままその上から

多細胞の付着部の形成される国が示されている｡つまり,j8管状の仮扱からではtL:く,全く別にできてくる

ものと思われる｡また,同舟ま著者らの示したような4層からなる助体の断両を図示しているが.その&皮

細胞と柔細胞の大きさには甘薯らがリyl)コノブでみたような大きな益はない.しかし前掛こは図示しなか

ったがマコソプもまたリンリコノブによく似た机織をなしていた.

今までコプ屈位物の種の分類の基革として粘液腔Xi-の体各卸こおける存否およびその形態がよく利用され

てきたが,E M Ehrrows(1964)は L JaC{JIOrlM において環境の形Tに上って粘液経道ができたりで

きなかったり発途の展皮が異なることを報告した 北海道のコソプ展牡物の幾の分布を大きく日本海系と太

平洋系r-分ける見方があるが (長谷川,)959).日本海81に茎部にも粘液腺並のある勧 'lみられ.日高沿l'J

および道東方面には美砂二は腔道'がないといわれる僕が分布していることllBurTOWSの報告からみれば興

味深いことである｡ しかし,本報告の ようにコl/ブ自生地からだけの材料による観察ではあまり盛はない

であろう｡しかし,許1報のホソノコソプの朽外型と汚内型とで体形および粘液腔道にも多少の鼓がみられ

た点からすれば.これらもまた今後の研究の一つの拝趨であると々える｡

書 的

1965年4月22円利尻F,rJ瀦泊のコンク1)-ト･プp･/ク,'64年2月23口同化昭棚の天無樵,'65年3月6El

椎内市前折の7'pックから採柴したり/リ=ノブの幼体を採取し.外部形儲 お よび粘液腺辺について税察

し.次の結果を紺た｡

l 体長 2mm以下のものの美都はすべて1僧の細胞層のみからなっているが,そのご体下部から多層の

細胞居ができはじめ.約30cmく･らいまでは体の最上部に1層の細胞層が7チト1)した上うに見える｡その

後は伸長期に入る｡

2 休長約 8cm 以上になるとほとんどのものに黄体緑辺部の鼓緬がみられ.多くのもので中郷部が識別

されるようになる｡

3 粘液腔茄は体長3mm以上にfL:るとはどんどすべての兼部のJ2下部からでき的める
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4 粘液鮭道の網削i糞部の最下部では#llかく'#であるが,上方になるにつれて私大になる｡リ/リコ./

プでは7コソプのそれより網Elはきれざれである｡

5 体長5cm のものの横断面では表皮および薮耗L織はともに1屑であり.髄組織ができ始めていた｡ま

た,粘液腔滋は表皮と柔組織の問にみられる｡
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稚内市におけるコソクI)- ト･ブロック樵の

リシ リコノブについて

阪井り･ぷ雌 ･中 津 俊 行
(稚内水産就坂場)

OnLaJJLl′zarlaOCJLOLe'LSLlSMlyabeGrowlng On ArtlficJal

Lamlnarla-bedson theShoresofW akkanai,Hokkaldo,Japan

YoshioSAKAI& ToshlyuklNAKA'rSU

TheauthorssLudledecologlCa)lyL̀LIILLILa'･LLJOrhoLc/lSJSMlyabegrowlngOnConcretebl∝kson

theshoresoEMaehama,KoeLOL,aJldBakkailnWakkanalClly ThesecyllndrlCalconcretebl∝ks

(60x60×60cm.Flg2)aresetoutln1963(Tab llasartlflCla)Laminaria-tNZdSnearnaluraloneS

Theycollectedallnumbers0lLamlnarliL-(Pondsandothera)良.legrowingonthewholeblocksoron

quadTatSOEthebl∝ks,andmeasuredblこLllelength.wl(hh,tlndetcITatI21

Theresultso♭t.llnedareaSf0日ows

l)Thegrowlngarea.WelghtofFronds,iLndrlondShape(一ength/wl(lthHLreCOrrelaLeJwILh

seulLngd乙Ileanddepth(T.lbLn Th.llLS.lndeeperPlacesthel_amlnarL.1-(ronds L̀remoreheLIVy

thanthosegrowlnglnShtLIIowerplaces 臥lt.the aヽlueoflength/wt(hholthefrondsgrowltlg】n

deeperT))acesaresma日erthanthefrondscoHecte(IfromshaHowerplaces

ThelengthandwtdtllOftheLamLnllrla-FrondsarecoTrelatedwlthdateoflnVeStlgat10n(T8b3)

ThedegreeoILh■cLmess(welghl/frondareTL ILShowsnumerlCdl､･.llue'nmgper1cmE)depends

uponthedensLtyOlLamlnar･a-(ronds ]nthlSC.ISe.thelow de･-sttycreatesah･gh degreeol

thlCkness

2)Thecon°.tLOnOrtheconcretebl∝ksterect,.ncllned,Sldeways)exertarHnfluenceuponthe

growlngareaandstandlngCropOhheLam･nar･a-(roods(Tats Ll,Sl ThedensLtyandmeanarea
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Lamlnarla-beds.Ltlere.lreSOmedlffere'ICeSlnthefrond-lengLh,W■dth.welght,111-【L【legreeof

thlCknesslnthedryst王lte Ttle(leL･reeOfthlCknesslnthe(lryslaLeShows 3571nthellrSL
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w l tlrywelght,flrSlyearfronlls

w2 tlrywe)ght.secor)dyeZLrrronds

l/r pricerat100fthefirstyearfrondsto secon(Iyearones

N ･ S一andlngCrop.Secondyearfronds

北海道においてコンクリート･プpゾク礁設置鵡業は海轟増殖の研榛的な方法の一つとして行なわれ,そ

の効果については各方面より報告されてきた｡

稚内市においても1950年ごろより岩礁嫌破,投FI,コl/クリート･プF,ヅク投入 (紬 を含む)などのZJt

兼がTTなわれ.海深耕増殖には机庫的な意欲を示している｡稚内市を含め宗谷支庁管内でコソクリート プ

ロッックの投入が7Jf業として行なh九たのは1963年がはじめで,稚内市,利尻町,東利尻町および枝幸町の

41即Tで1963年度が4.860個,61年度11,300個の投入を行なった｡

コソクリート 7'p'ク唯の預杢研究は,歴史も按く,最近の鞘雀研究では,マコンブ (LL7′,11〝arZD

Jl･PO,･icuAresch)で中村 (】958-'60).高杉 (●61).阪井 ･船町 ('64).ホソノコソプ (i reL･gLOSO

M.yabe)で船野ら ('64)にJ:って報告されているが,1)ンリコソプ(i ocJIOIe,lStSMlyabe)については

まだ報告されていない｡リツリコソプを対かこした一lI柴の幼合は流氷の接岸という地域事情があり,メ.,ヅ
クもその点などを々威して比較的深所に投入されている｡本報告は])シリコ./プな対象としたコソクリート

･ブpブタ礁設(辞典についての若干の知見と.その問題点をとりまとめたものである｡なお.本的丑に協

力された宗谷支庁水産乱 推内市水産課,維内市漁繋協同机合,声問漁業協同取合,抜海漁業協同風合の各

位に深耗なる法認の悪をあらわす｡

tII 暮 方 法

州内IfTにおけるコンクリート プp,ク唯の投入切所,投入時例,水深,政flおよび投入個数は約1回お

第1表 稚内rfTにおけるコソク])-ト･プロブタ設t事業実施状況

SettlingnumberolconcreteblocksonthesllOre与DfWakkanaL

転 吾~ Is表 薄 藍 廃 義 egTSs;t･TnnSWm:i XDe,the

奉 還 トー票
_KiPfLTO1-__二 ､二二
itBakk禦cl ocLll
t仰XC)は祈1回参照

I.:t T
6∝) Oct15

上び第1表に'示した｡本報矧 主1963年に投入されたものについ

て前浜E]魯沖で1964年6月15Fl.9月24円. '65年3月6El,

(この時'64年投入のものも.あわせて嗣怒.した),声問'64年

6月18日,抜海 '64年7月30日の計5匝】の粥並結果である｡各

調査地点は周帥こコソプの天然髄をもち.良ffは岩盤もしくは

ゴロタでいくらかの起伏がある｡

論点はコ-/クtJ-ト･プロ'クから坪刈りあるいは全教刈り

で採取したリyI)コソ7'についてZ-1生面鎖,方生救.兼良.莱

締.菰最などを測定調査し.その他の海拓のŶt生状況.海佐で

の7'pックの沈設状1BUJ:ども俄娯したO

なお,コソクリート･プF'yクは60cm円節刊 (折2阿)で

;-:: - 1喜. ･t:I
I.000 [15-25

庇 EiI

BottomTTntena)

岩 盤
Flatrock
ll-1 tl
Flatrock

.雷~~奴 ゴロタ
Flatroく:k-Stone



第 2表 1963年投入プロプク･コノブ謁丘kl,巣
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ある.以下コ･/プとして記述してあるものはすべて1)yl)コソ7'を意味する｡

第2回 コ./ク･)-ト プp,クの沈設状態とコソプ着生部位 (点の部分)

seul.ngcondltlOnOfconcreteblocks.lndgrow.ngport10nOfLamlnarla-fronds

(dottedportLOnS)

括兼および考*

調査の結果は第2=Rに示したが.このうち長/幅は糞峠をlとしたときの兼長の値でコソプの形をあらわ

す｡また,肥大度は単位両駅 (1c.n7)当りの生乳た(ng)値である｡

1 コンクリ- ト･ブロックの投入4所などとコンプの*生および生長とのBtl休

コ./7'尻繊句如上一般的にその使節 ･場所にかかわらず冶生ILli長の初助 (たとえは本鞘釜の6月15日)に
はプT,ヶクの全面にB生するが,時日の最適とともにその生長に題を生じ,プE7ックの下部に者生したコl/

プは上部の生皮のよいコ./プの掛 こなるためか,生長はおくれついには流失する｡このことはコソプの幼体

卿 こおいてブF･ックが正立のものではその側両の下部,併転のものではプpツタそのものの上両に老生した

ものは,その後の収掛こii全く的孫のないことを'T;している｡つまり.収唾を左右する要掛 1コンプ自身に

ついてはそのプpブタへのB生部位.茄生面俄,'5度および生長の良否であるが,収嫌時の弟生而机.密

皮,兼体の火中を決定する筆削こついては不明な点が多く今後の粥雀研究にまたねはならない｡

リシソコ./7'について比較的粥菱が渡近している前浜 (粥強1964年6月15日.水深5- 7m.投入後274

日).声聞 く同6月18日,4-5rn.254日).抜海 (同7月30Fl,15-25m.293El) の3地点の内壷か

ら考えられるtk々 の界壁要田とコL/プの生長などの閑珠をみると妨3表のようである｡これは第2表中の令

第3表 ブロックの投入場所,時期と1年コソ7'のガ生および生長との関係

ReLatLOnbetweenseltllngOfconcreteblocksandLarnLnarla-(ronds MedlanlSShown"0"トgrouplトgroup
⊥一一:::Jti/I.fTJIlZ_
一二 :'I.:i::I.::..h･王 ∴･:"I-.::汀 :;:

項EIについてその数値を大.中.小の願にならべ,それぞれを (+),(0).(-)の記号に鰹き換え.さ

らに大および小の脈位の数値と,中の願位の数値との偏差の凝虻を0から10であらわし,その絶対値の和が

10になるように示したものである｡次に項目を4群に分け.1群は環境要田群とし,投入時期の水温を代=&

させるべくプp ックの投入時Aqをのせ,他に水深をのせた｡しかし,このほかの考えられうる環境要因につ
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いてはその強さを計ることができなかったので'Frかざるを得なかった また,Z7群は時間要因,m糾王ZH:_

状況,Ⅳ群はコンプの形27としてグルーブ分けした

ここで,もし環境要因がコソプの形Eに影yなお上はさないと仮定す九は,コソプの形Eは環境要因以外

の時間要因などに対応すると考えられる しかし,Ⅲおよびハ′群の形刀のうち兼良,薫略を除いてu群に対

応するものはなく.これ以外の屈壁要因の形VをうけているものとJL.rI.われろ｡そこで,まず時間更EBlとLIlお

よびⅣ群のコノブの形Tとの関係をみると,集成については前浜,P問の舶度日がそれぞれ6月15El,18FT

であり.抜Wuは7月30rlであったが.このことはLTiT二名が菓良の値段JtfJであり後者は成熟期に入って兼良は

減少しているJ加 ､らも岬l川要田に対応することはうなづける｡また,兼帆ま時間の経過とともに州減するも
のではなく増加するだけのものであるノ1Lからみると閃在日の遅速とJlの柏状は示しているJ.'iは倹拝寸の余地が

あると考えられる｡また菓l副iそのほかの各群とも対応していない｡これらは,遺伝了型が各地先のコノブ

で同じであるとすれば',われわれが測定できIL:かった他の環境要閃 (潮流.Ⅳ膿 ,栄虎盤など)や紘･tの要

田の複合された環境の形書の結党であるとろえられる｡

次にⅠ-nT,Ⅳ群のLiq味をみると,ブロック投入の遥速 (もちろん投入適期内の)と水深はともに着生而

gLt,体蒐および形態 (良/悼)に対応しているのがわかる｡着生密度はI群に対応しておらず.ただたんに

コソプの性21に上るもののようにみえる｡しかし.これもプp,クの投入時期,水深,生育日数はもちろん

その他の東銀および生物項現により影fされるものと考えられるが.この&からはこれらは不明である｡さ

らにZt生'C酸とIV群の関係をみると,/lt/t･_'CEEは肥大度とLlの相関を,示していることがわかる｡すなわち,
襟度がfZIけ九は肥大齢 1低く,襟度が低け九は肥大度は荊くなっている｡

2 ブロックの沈没状帯とコンプの*生および生長とのBB係

今ralの全謁丑でプF,ックの沈設状態が確認された)5個 (節2表)のうち正せしたもの6個 (LIO%),快転

したもの6偶(40%),慨刺したもの3個(20%)で正立以外のものの比率の大きいことが牲E=lSれる｡1965

年3月6日前浜での朋ji,'Cri嗣虎地のプロ,ク秤を机 Lから観察することができたが.この結果30-40%の

プF,プクが供転しているのがみられたoLかし,このように船上からブロック群を全盟できることはまれで

あり.プpツタ群から耗作為にプ.,ックを抽化した羽合にも正立以外のものがJj以上もみられた｡

このように海氏での7'E,ックの沈設状態は -̂きく正立,扱斜,拭転にJJ)けられるが.この沈設状態の遠い

によりコソプの,lY'f性状腰も娘なっていた,つまり卯2回に示されているようにいずれの沈設状態のものも時

期がおそくなるとその上)Jl=だけコソプがか生している｡これを7rf=ツタに主任をおいてみると正立ではプ

ロ,ク上面,較斜したものではプロブタの上面お上びdI面の一部,拭伝したものでは7'.7ヶクの側面の上ガ

に向いた一部にだけコ./プがぶ生していることになる

1%-1年9月2Jn,前浜の粥ltではこれらの火なった沈設状唐のものを同一地点より1個ずつ引き鰍ず,こ

れらについてか生面抗,位fll生教.着生密度などを全数刈りによって軸澄した その結果は第4必こ示した

が正立ブロックにおけるそれぞれの値を100としてある｡

第4表 7'T,,クの沈設状態とJtY/EiTll肌との関係 (正立プ｡ ,クにおける値をl00 とした;

Re)atlOnbetweenSeLtllngCOndltLOnSOfconcreteblocksund sLttndlng Crop O r L.Imlnarla-

frondslLnchvalues.lterectblocklSShowTl"100"

ブロックの沈設状態 B 生 面 61 L 搬 T̂J' 生 血 îT 生 '& 度
SetlllngCOndlltOn
ofblock

正 立
Ereck

~~~軸 斜
Incllned

■■ヨ■ 渥
Sldewayち

Growlngarea ToLalnumber DensLty

平均占有両統

Meanarea

芯 . L l00 l 100

101 110

28
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那4Rに示されている上うに石生密度や平均占有Jd]-前では正止ブロックと構転7rFZブタに大きなBはみら

れない｡しかし.膚生面折は横転のものは正立のものの28%を占めているにすぎない｡したがって,稔47生
政におけるプpックの沈設状態の差は者生面餌の基に上るものである

コソプの生長についてもプロ,クの沈設状態による差がみられる｡郡5必土稚内di前浜における正立7'EZ

第5表 前沢でのプpックの沈設状掛 こよるコI/7'の比較

CompilrlSOnWlthsettllngCOndltioIISOlconcretebl∝ksilndLaminarLa-fronds
sampledfromMaellama

*Y也 ,Se Ise-讃監

S仰I ∴ 二 ･･.'.～.:i -:r
erectblock

24.1964fF,I.r:tdyear 叔転~画すLateralsldeof
sldew.lpsblock
正 立 上 面

Apr6,L蒜 el:n:r凝 r
sLdewaysb)ock

∴ ■∴ :- - I.I :_77 99 66 L 7874
一日 100

14 86
l-: li 高

証 ; 正立ブpックの秦体部位の値を100で示した｡

EachvalueaLuplX:rSldeoferectblocklSSllOWn''100"

ツタと横転ブロックのコt/7Pの生成の比較であり正立のものの上而における値を 100としてある｡すなわち

コl/プの薬師はほどんど益はみられないが.その他のすべての形質は1年ブロックにおいても2年プpyク

においても正立プ.,yクの上両のコ./プのカが横転プロ'クの側面に蔚生したコソプ上りよい値を示してい

る｡

さらに.この生長の良否をはっきりさせるため各状態のブ.,ッタにŶ生したコ'/ブがどのようlL:糞戊分布

を示すかを1965年3月6Elの内在 (抗2必こは掲載していない)のものについて検討した｡'早い時期のコソ

プは故 10cmをこえる伸長朋のものから.幼体期の 1cm以下のものまでブE7ツタに47-FEしておりi～定が困

#であるはかりICIJ:く,ばらつきが大きいため平均をとることが焦.C味である｡ したがって.正立プE,ブ

∵

正立上而 Ul)I)erSL(leoferectblock

践転側面 LaLerals■(leofs'dewaysblock

正立側面 Laterill51(lcoferectb)ock

第3固 プpックの沈設状掛 こよる1年コソプの黄長黒酢度数比国 (1965年3月6EL 前浜)

CumulattyepercentagedistnLMl10mg'叩horT.rstyearfrond-lengthgrOWlngOn
eachcondl110nedblock(March6,'65;MiLehazTLa)
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この度数分布表から親統度数比国 (第3回)を描いた｡ その結果.4cm以上のコ･/プは第3回に示したよ

うに正立プFZック上面に怒生したものはほぼ瓜級的佃向を示すのに比べ,併転プp,ク僻面に必生したもの

では曲投を措き正立プ.･'ク側耐こ近い位向を示している｡すなわち,正立上面のコ./7'は各級とも同じよ

うな割合いを占めているに反し.横転側面では兼良の小さい方の級の占める潮合いが大きいのである｡たと

えは,この男前度数比国の12cm以下のものは正立7'p,ク上両で30%以下であるのに鱗転7't,ッタ側面お

よび正立プロッタ側面ではそれぞれ約65%を示していた｡なお,約3回を描くために除外された薬艮LIcm

以下のコンプが総新生本数に占める割合いは,花立プロ,ク上面では515%,横転7'ロック側面では786%

であった｡これらのことは正立プp,クに1̂t生したコ･/7'は供転プpツタにT.推 したものより/k良のよいこ
とを示している｡

3 プロッタ1年コンプの価価

1961年9月24日,'65年3月6Elの視丑ではプF,ブタl個当りのコノブの,5生数は当初の予,Ql.上り少ない

(第2表)｡プp'タ掛こおけるコソプの減耗串については明らかではないが,採取時まで滅相 ま搬 する

ものと思われる｡B生数がさらに凍少した場合はコ/ク･)一ト プE,,ク設定事業の効果は少なくなる｡こ

れらのことから7'ロックに着生した】年コ-/7'の価値を検討した｡

'糾年9月24日,前浜のブロック椎で採取した1年コ./プの生時および乾燥時の兼体の軸元値などを節6滋

に示し.比較のため同年7月30日稚内市近布で採取した天然韓の2年コソプについての滞定値をも同案に記

♯した｡この場合の前浜のプp 'ク1年コ'/7'の生時の水分含鼠は887%,近布天然礁2年コソプでは846

%である｡

第6表 プロッタ1年コンプの乾性串

DryraLcofElrStyCaTILamnarla-(ron(lsgrowlngonconereleblocks

生 時
LLVlngState(X)

19521日31 3129

A/BxlOO(%)l 】512日 431 35可

X'/Xx100(%)

0%

WatercontentsOfdrystateare19LI% atMaehilmaand200% atChlkkapu

解6蓑に示されているようにプF]I/ク1年コ/プと天然礁2年コ'/7'の兼長はそれぞれ約100cm,195m,

兼鰍iそれぞれ約8cm,llcmと差があるが.これらの乾燥に1る収緬の割合いはほとんど題がないO花立

もまた生時それぞれ 112g,313gと差があり.乾燥歩留りは1年コソ7'が155%,2年コ'/7'193%とな

っており, 1年コソ7'Ii2年コl/プの約20%妹とfEっている. また,乾燥時における肥大皮の舷枚により

減少する割合いは1年コソプ277%.2年コソプ343%となっており,1年コ/ブIi2年コノブの約19%減

とTL:っている｡すなわち,プpyク1年コソ7'と天然2年コ'/プの長も大きな差は藁体の大きさが1年コソ

プが小さいことと,1年コソプの9月下旬と2年コソプの7月Rの生時の肥大度はあまり掛lfJ:いが乾放吟
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には1年コ1/プは2年コノブの771%と基を生することl<･ある｡

さて,中村 ('60)によれはプpブタは投入後3-4年目に117コソプり諮生掛11年Elの 1/10に減少す

るものの1うであるという｡ また,著者らの鞘太 ('65 3 6)では2年ロブpックには2年コソプは見ら

れたが 1年コソプの着生は全くみられなかった｡ さらに墳火拝の伊連町では 2年コ./プのてコソプをブt7一

･'ク掛 こおいては 1年コンプで採収していろ｡これらの点からリy1)コソプにおいても上述のように2咋 コ

I/プと11品矧 こ相当のzYiはあるけれども1年コソプの採取について検討すべきであると考 える｡た とえは

ある年のある一定のコ./ク1)-ト･プロ･/ク樵の採取卿こおいて.1年コソプの眉生数をnl,翌年のl咋コ

I/プの1̂.'生数をn2.2年コンプのŶt生数をN.I年コノブおよび2年コ/7'が F均乾燥重盃をそれぞれ wl.
W2,1年コンプと2年コ./7'平均単位乾炊正見当りの価格比を 1/rとしたとき,Nが次の式蛸 足する幼

合コソクリート 7'pック1年コソプの採収を行なっても上いと思われる｡

Nw2<(n.+nt)wlL
r

これを前浜のプロ,クについて考察してみる｡1年コノブの着生数は nl-125(折2表参照).しかし･

2年El7r.,ックへの1年コ./プのŶf生は今回の洞夜ではみられなかったが,中村 ()C)のいうように7'pブ

タの効串が低下すると巧えIm年の約%になるとすれば,n2-70となる｡平均屯嫌盤卦 i1年コソプを9月

に採取したとしてW,-174(第6蓑),また W,については前浜7lp,ク1年コソプが採取期には那5Rの

近布の上うになるとして wt=603とする｡また1年コ･/プと2年コノブの林政鑑宜当り価格比をカ(r=3)

とし,これらの数値を前の式に代入すると次の上うになる｡

603N< (125+70)174×56

N<】88

つまり2年コ-/7'が19本以下しか/q生しないと思われるとき,椎nの前浜のプpックではl年コl/プの抜取

を考感すべきであると巧えるo

■ i

コl/プ属組物の着生お上び生長などのパター/ほもちろんそのコ･/ブの性質に上るが.その性質の発現を

助長し抑制するものは環境であると考えられる｡この瓜掛工大きく生物的 (コ./プEl身をも加えて).化学

的,物理的環境の三つに分けられる｡本取掛 iコソクリート ブE,ブタ橡における1)./1)コソプについて･

物理的界単の一部のみをとりあげてコソ7'の着生,生長との汎尉こついて若干の知見をのべたC署老らが用

いたこの方法は綿密な実換計西をたてて行fL:った場合rこはプFZツタ･コ./プの生態を知る上に有効な手段と

fL:ると考えられるが.本報告の場合,従来の方法に上って得られた軒舟のうちからこの方法にあてはまりそ

うなものを選択したということ.および地域的にもNt九ていたという欠陥がある｡当然他に考えられる塀境

安臥 たとえは潮経,照変,栄兼塩などは網羅すべきであるが,それ以前にコ./プに及はすこれら腐敗要因

の影fの範囲を把握する必要がある｡

また.ブロックの沈設状態によってコノブのJ稚 および生長に益のあることを報告したが.正立とか横転

とかいう基質の形がそのままコ/プに影書するのれ 品寅の形の変化に1る敢細な滞柾などの基がコ'/プに

影4Fするのかは不明であるo

lJ:お,1年コソ7'の採収について一つの試論を行なったが,これはあ(までもコノクリート 7'p･/ク鰍

におけるコンプについて主として疑済的な融から検討したものである｡したがって天然樵において2年コ'/

7pのみならず 1年コ'/7'をも採取しつくすことはコ/プ池場を壊掛こねとし入れろことになる危険が多い｡

まして,1)シリコソプは2年生コノブであり,2年コ/ブを従来採取してきているが 1年コソブを採取する

と.たとえ残存したコソプからコ-/プが発生したとしても2年コノブは瀬少し,コノブの質の低下を招くこ

とは必然であろうと考える｡

t Fl

稚内市の前浜,声間.抜海のコ./クリート･プpブタに者生したリシIJコソ7'について研究を行ない,こ
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れに督生した離礁.コソプを全数刈り,または,枠R:で採取し,体長,体臓,体延などを測定し,機々検討

を行なった｡その解熱 ま次のようである｡

l 蔚生面臥 体frf,体形 (追/帽)はブ.]ックの投入期と水深に閑旅する｡つまり,探所のものは操所

のものより体重は並く,見/幅の値は小さい.体長.体幅は調査日 (時∬l)に開床がある｡体長は成熟卿こ

入ると短くなり.体幅は時間とともに広くなる｡肥大齢 ま密度に関係し.低'6度は肥大度を増大させる｡

2 コノクリート ブロックの沈設状廟 (正立,横斜,横転)は府生面朋と総茄生数に影響を及はす｡い

かなる状腰のプロタクでもr9度と平均占有両脚まはEi'同じであるC級ŷt生数は着生両肘こより決定されるo

正立ブロックの潜生面掛ま横転のものより広い｡つまり正立プpックの総Zf生数は防転7'pツタのそれより

多いO秦長兆研度数比図によれは体長 12cm 以下のものは正立プ1,ックで30%であり.朕伝プpブタでは

65%である｡体櫛を除いてあらゆる形質は正立プF1,クの方が状転のものより良好である｡

3･ 7'p ツタ1年コソブと天然2年コ/プとを比較すると楽長,薬怖,体重.および乾燥時の肥大度に差

がみられる｡ 1年コソブの乾娩時の肥大掛ま35.7であり,2年コノブの771%を示すにすぎないo

次式を満足するならはプ.]ック1年コノブの採取を行なってもよいと思われる

N-2< (nJ n2)-1÷
ただし.

nl 1年コー/7'着生教

n2 1年コソ7'着生数.翌年

wl ･1年コソブ乾放生

W2 2年コンプ乾五五

N 2年コソプ君生数

‡ 1年コンプと2年コンプの乾重畳当り価格比
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水産製品のカビに閑する研究

第13報 防徴剤の効果的使用法について

(1) 糖類および無機塩類によるソルビソ酸の防微効果の影響について

佐 藤 難 多

(函館水産試坂幼)

StudzesonFungiIsolatedfrom MarineProducts

XIIII ELfectiveusageofantifungal

(1)InfluenceofsacchaTOidandlnOrganlC Saltson

thepreventiveeffectofsorbicacld

TeruhlkoSATO

ThelnrLuenceor05rnOtlCPreSSureOnlhepreventL､,eerrecLOfsorbICaClduponthegrowthor

runglWhichwerefrequently.solaLedfrommarineproductsWere(letermlnedlnV.trO

ThelesutLSObLalnedaresummarlZeda5fo)lows.

1)TheprevenLIVeeFfecLOlsorb】C(lClduE氾ntheFIrOWtltoEA∫p′L'ge日nCreaSedwLLhthe

ild(ltLIOnOlsodlumChlorlde,morethanthelnCTe.lSederlectoE(lextrose

2)An･ncreとISe(leEEecLofsome)norg.InlCSalts(sodLLHT"hlorLde,Potassium.:h-or.de.LX･L∈LSSIum

nltr乙Ite,SO(llUmmL,･･te)r.LLherthansiaCCharold(dextrose,silCCharose) aHhesLtmeOSmOt･Cpressure
onLhCI,reVentlVeactionofsorblCaClduponthegrowthorASf･′L'gerandル,′S♪ wasnoted

EspecHlLLy,theeffectofso(llumChlorldewasgretlterthantheOtherInorganicSiIlts

# T

水産絢妹製u71は鮮yi,無敵塩鼎の肘 rlにより.かなり試し･藩遠旺状億にある単品も少なくない｡

水産的味射1品の防aLのため.防散剤の使用が行なわれているが.一般に的捷効果については普通培地にお
いて訳換研究されたものが多く,高詮議Lf培地において防■効北が増加するか,減少するかについての報告

は少ないようである｡

著書がさきl)･I)に各捷水産弟妹製品および各様砂糖中1り分粧したカビは,かなりの福藩透圧状態におい

て良好に発育することが認められており,これらカビにたいし,防書刑が渉適正によって,作用状腰がどの

1うに異なるかについては明らかにする必要があろう｡以上の見地から.

tl)転筋あるいは無汝塩類の藩逮圧増加と防食増強効果について

t2)騎ガお1ぴ*枚塩焼の艶厨による同一iB遠圧におけるEhl州 境効瓜の丑について

検討を加えた挑柴.東棟塩類と防at剤の火仔において防書増強が見られ ことに NaClは増車効娘作Jn

が認められたので,その結射 こついて報告する｡

拭 ■ 方 法

[ 書ホあるいは*汝4類の井遷圧叫加による防14牡如兼について

1. 培地の作熊

)i;本橋地区 -- DexLroSeLmoLA の Cz.lPekA即r培地
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基本培地そのままのものを対照とし.基本培地にソルビソ転カリ(ソルビ./便宜として)をそれぞれ段特

約に l/3.000,1/2.000.1/1.000,I/500添加した｡

試鼓 培 地

さき2)の試掛こ坤じ,van'tHoFF係数を111い DexLrose培地圧, N.lCl培地区の湊適正が同一となる

ように培地を作製した｡

Dextrose培地区 - 基本培地にさらに lmoIA (培地絵汝度 2mol/L) となるように DeつくLr〔6eを加

えたoこの培地にソルビノ酸カ.) (ソルビソ轍巌として)をそれぞれ段牌的に1/3,000.I/2.Oq,I/1,00),
1/500添加した｡

NaCl培地区 -- 拡本培地にさらに 1/184lnoVlとなるように NllCLを加えた｡この培地にソルビソ

較わl)(ソルビソ仮免として)をそれぞれ段桁的K 1/3.(XX),1/2,0∝).1/I.000,1/500添加した｡

培地番号と各培地区毎との関掛主筋l表のとおりである0

第1ホ 培地の牡頬とソルビ'/戯汲め:lll
KIndsoEnedLaandconcentrattonofsorbLCaCId

tDextroseImol/ICzapekAgar培地 (medlum)

2 供きくカ ビ

麹汁 m日glOつ凍天斜而培地に接種し.27'Cで li日間培養した As♪e′gIlIILS/Jlgerを供駅カビとした｡

3 試 族 方法

直径9cmの･/ヤーレに上記の各培地 20ccを注入し.叛固させた用､rt培地に

ll)あらかじめ 】週間既着した供武カビの胸7-をl白金線桝取し.3線あて刈線塗探し,30'Cの恒温許内

で湿度に甜志して増発し.その続発カt='発Jtの有無お1び発IfF状態について観祭検討した｡
L2)殺菌用洞水 10ccに1週間増兵した供試カビの胞子を l白金7Fあて賠濁,あらかじめ殺歯した政径

6mmの円形al銃を胞7-,tt.両液に浸し,崩平培地の中心部に放いて30.Cの恒温警中で培兼し.コPニーの直

径の増加を計測した｡コ｡ニーの直径が 10mm に遺した時間.すなわちカビ拍子長勤 ､らコPニーの直径

が 10mm に成艮する時間を発雀時間 (Tll)と定讃し.カビ発耐こお上げす形8を検討するとともに,防散

剤および浄適正に1ろ防at効射こついて検討を加えた.
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ll ♯JXおよび*鞍4規の4類による防暮ql強勉兼の差について

] 培地の作製

基本培地区 - 王現湖120%添加 CzapekAgllr培 地,

基本培地そのままのものを対照とし,X･本培地 に ソルビソ酸カリ (ソルビソ恨丑として) をそれぞれ

1/3,OW,1/2,(Xの添加した｡

訳 扱 培 地

)の如くvantH'oFF練BEを用いて,試験培地はさ迷圧を同一となるように作製した｡

Dextrose培地区,Sac(:harose培地区 -- 基本培地に lmol/1となるように Dextrose.Saccharae

をそれぞれ加え.さらにソルビ./酸カ1)(ソルビソ働丑として)を段階的に l/3,000,1/2.000添加した｡
NaC)区,KCI区,KNO3区,NaNO3区 -- ･基本培地に 1/I8Llmol/1となるように NaCl,KCL

KNOa,NaN03をそれぞれ加え,さらにソルビソ横力1) (ソルt:I./離農として)を段階的に 1/3.000.
1/2.000添加した｡

培地商号と各培地区ごとのLkJ齢は第2表のとおりである.

第2表 培地の捷類とソルビソ廠iA度 L2)
KLndsofmedlaandconcentratlOnOlsorblCaeld

tl:言 ･.:I:TITIU.｢NJfo思 fe孟 l 乱 慧 ?f急 患

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

基 本 培 地★

sLandnrて;medlum L

Dexlrose培 地
IJTfdlum)

Saccharose培 地
(medtun)
′J
〟

NaC)培地(medlum)

り
〟

KCl培地 (medlum)

Jr
〟

KNO)培地(medium)

rl
I

NilNOa 培 地
(me(lItlm)

1/2,000 1
暮庶衝 くSugar)20% CzaFN:kAgar培地 (medium)

船 Jf
Remark

対 照
Conlrot

基本培地■(Stan(lardmedlum)
+Imoln Dextrose

X･Jt培地●(SlarldardmediuT巾
+1mol/)Saccharose

基本培地●(SlantlardmedLUm)
+1/1.8LlmoL/LNaCL

基本培地●(Sl.lndardmedLurn)
+I/I84moV)KCl

溢水培地●(SLanddrdmedLuml
+I/I84mol/IKNOJ

鹿本培地■(Standardmedlun)
+1/I84mol/INaNO8
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2 供託 カ ビ

煉汁 (Blllob)寒天斜所培地に接席し.27oCで 1週間増感した AsJ'ergtlELLS′Hgerおよび J'emc'〟'"HL
sp の二極を供訳カビとした｡

3 試 験 方 法

J の訳故方法の(2)に単じた力法により,コロこ-の班径の増加を計測し,発散時間 (Tll)を潔め,カビ

発育におよはす影呼を検討するとともに,糖類および無敵塩桝の唖原による防微増観効kiの掛 こついて検討

を加えた.

拭tA括果ならびに考強

l 凍頬あるいは東棟生井の藩透庄叫加による防♯叫強効果について

(1)道本培地区,Dexlrose培地区,NaCl培地区にそれぞれ段階的にソルビ/頗 1/3,000,1/2,0∝),

1/I,Od,1/5(泊 を流加した偏平培地に供託カビの胞子を割線塗探し.カt='発生の布無および発育状億の良

否について歓楽検討した結果は約3表のとおりである｡

第3表 カビ発育におよはすソルビ./厳,渉遠圧の影響 (測線故抹) l】)

lnfluenceofsorblCaCl(landosmottcpressureOnthegrowthoffungL(Slrekplate)

第3表によれは,培衣144時間後において対照,基本培地区にソルビソ醸 1/3,000.1/2,000,I/1,000を

添加した培地と,DexlrOSe培地区の1/3,000,I/2,00)を添加した培地および NilCl培地区のソルビ'/酸

1/3.000添加した培地において.供試カビは良好に発育し藩適正およびノルビ/朽かこよるカビ発育におよは

す影響は-あまり見られない.

基本培地区にソルビ/厳 1/500添加した培地において,カビの発育が抑制され.また Dextrose培地区に

ソルビノ酸 1/I.〔状)添加した培地でカビの発市が抑制され.1/500添加でカビの発生は阻奮されているo

NaCl培地区ではソルビ/酸 1/2,CKX)添加培地でカビの発育は抑制され,I/I,000,1/500添加濃度で カt='

の発生は阻鞍されている｡

このように Dextrobe区矧也と NtlCl区培地を同一の音速圧と見た場合において,ソルビ/酸のカビ発

育にお上はす影響は, NaCIの藩適正によるrJJ徹劾巣と, Dexlro5eの昏迷虻によるyJ徹効果を比較する

ならは.NaClli防衛効果を岬藤することが見られるD
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L2)発#r時r川(TIP)から見たカビ発抑こおよはす影軌こついて

(1IのSrd平将地に割線塗抹法によるカL='発育におよはす影響を検討したが.さらに詳細に解析するために発

徹時r;1日TlD)からみた糖類あるいは.無機塩雛の渉適正による防衛効果の増軌について検討を試みた｡

基本培地区,Dextrose区,NaCl区の発鰍時間 (T10)を各培地ごとに求めかつ, コロニーの成長を計

inFJした結光は邦4,5Rのとおりである.また,並木培地,Dexlrose培地,NaCl培地のソ′レビ/顧濃

度と発徴時間 (T10)との閑孫を回に示せば第 I園のとおりである｡

第4表 カビ発育におよはすソルt:'ノ酸,藩適正の影響 (コロニーの大きさmm) (2)

rnfluenceorsorblCaCldandosmotlCpressureOnthegrowthoffungl(Dlameler

orく:Olonymm)
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-II]+ コPニーの直径が 10mm に過した時間(Tl0)
Attalnedhourlo10mmwllhlhe(llameterOfcolon)e

●★ 培地全面にカビが成長し計洲不憶

Growtolargecolony,dlfflCu)tcounHhedlame(erofcolonle
+++ 増茶146時間後にコロニーのLH径が 10mm に遷したo
ALta)nerlcolonythedLameleroHOmrnafLer146hours

第5表 ソルビソ酸,および港逮圧による発等郎祁月(TIO)の射 ヒ

ChmgeSlnthehoursofgrowlngfu-1g.bysorb)cac】dandosmollCpressure

培 地 の 種 類 対 照

Klndsofmedltl Control

3

5

2

0

0

3

4

一

一
0

6

-

一

一

柑

45

鋪

約

46

32

59

84

お

84

訪

ソルビル働濃度 ConcenlratlOnOf50rblCILCld

1/2.Ou 1 1/I.000 I 1/500

すなわち,発徴時間 (T)o)の変化を見ると,対貞則ま19時間であるが,Dextrose培地,NilCl培地 (ソ

ルビ-/酸を添加しIL:い培地)は32および33時間になり,音速圧によって充徴時間は影額され避妊 されてい



(証) o o 対 照

△ A Dextrose

D □ NaCl

カt='の粗耕 (SpecleSOfFungl)

Asp 7Irger

培賓時間 仁ncubatlOnhours)

144時間 (A一ter144hours)

第1回 Dextroseおよび NaCLによるソ/L,t:'ノ厳濃度と発徹時間 (Tll)との関係

Re]atlOnOfsort)lCaCldaddandhoursofgrowlngfunglbyDextroseandNaCl

る｡また解質である Dextrose,N.lClの淫適正を同一と見なした培地においては発徴時間にあまり差は見

られない｡
これらの培地にソルt='-/転を各強圧を添bllL,防徹効架および効鼎の増･gLについて検討した結果,これら

の培地における発徴時間は,ソルt='ソ杉を1/3,0α)添加した場合,Dextrose区では593時間であるのに,

N乙ICL区では846時間とその差253時間と著しく発散時間を遷延させており.ソルビ/酸ユ/2,00)添加では

Dextrose区844時間に比較して.NaCl区は 1281時間とその蓋437時間発散時間を遅延させ.防散剤

汝度が同一であっても,溶質の遠いによって著しい防徴効果の蓋が認められる｡

また,立木培地区において,ソルビ'/恨1/500の高濃度においても供釈カビの発育を見 てい るが.培港

第6表 ソルt:'L/酸,および昏迷圧による仇徹効果の解析

AnaIysISl妃LWeenlllePreVentlVeeffecttothegrowthofEunglbysorblC

acldandosmollCpressure

要 田
Factor S｡Jlc'Laf.i/慧 Ikだ慧増rmned.a l 効 EflecL架●

* 勅尖 延長された発散時間 (Tll)の長さ

EffecL ElongalLOnhoursoEgrowlngOffungl

+* 交互作Ffl(増強効果)の効果 培地の鹿耕 .ソルビ'/醸浪度 (祈5衣)- (ノ′レビン酸によ
る効梨+渉適正による効果+対照の発徹時間 (第5表))
EffectofpeclprOCalactlOn(relnforceactlOn) Klndsorme(lLaaridconcenLratlonof

sorblCaCld(Table5)-(effectorsorblCaCld+efrecLofosmoLICPreSSUre十conlrOl
(Table5))
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144時糊後においてiiDextrose区,NLICl区においてソルビン酸 1/I,000添加沸皮で供訳カt='の発生は阻

喪されている｡

このように助徹効果の増強作用は Dextroseに比べて NaClが著しく大きいことが認められる｡

防徴刑 (ノルビノ恨)および港透圧による防徴劫火の増掛 こついて解析を試みた枯巣は約6表のとおりであ

るO

第6穀に上れば,ソルビソ酸の効果は 1/3,00)添加浪度で263であるが.1/2,000添加浪度で,475と明

らかに効娘が認められる｡浄適正による影野 こついては Dextrose.NaClともにあまり益が見られない｡

ソルビ1/酸および溶質の交互作用 (増戯効兇) を比較倹附してみると.Dextrosexソルビ･/懐 l/3,tX氾

添加ではJOであるのに対して NaCIxソルビソ椴 1/3,000添加では153と甚だ著しい増強効果が認めら

れ,同様にソルビソ偲 1/2,000添加の培地では49と476と甚だ著しい増強効果が認められる｡

以上の結果よりみてDextrose.NaClを用いて同一浄適正とみられる培地についてカL='の先生をみた場合

には,抑制効果に大きな掛 ま認められなかったが,ソルビノ厳を併用した場合には DexLrOSeを用いた勘合

に比べ,NaC】を用いた場合には,はるかに防徹効巣の増額iが認められた. Dextroseを用いた場合には,

ソルビン酸 ･渉連荘の影掛 こよる光琳時ri;め 合計とほは近似的であるのに対して,NaClを用いた場合には

はるかに防徹効果の増弓かこ上る発徴時rL]lの延長が改められた0

II 糖類および無鞍塩現の書類による防≠叫強効果の差について

I について Dextrose,Mac)についてuT徴効果の増強作用について検討した結果. Dextrosefj:どの

磯掛 こ比べて NaClなどの無倣塩解が著しく防徴増強作用のあることがみられたので,無倣塩新 の 各徹に

ついて糖類と比較し.その防離効娘の梢軌作用について検討を加えた｡解析および無練塩類の各鹿培地につ

いては,T の場合と同様 van'tHoFFの係数を用い浄遺産を同一とみなし,これらの培地にソルビソ椴を

1/3,000,I/2,00)添加し試験に供した｡

なお,糖煩は Dextrose区,Saccharose区とし, 無故塩析は NaCl,KCl.KNOB.NaNOaの各培地

区としたO

各培地に供試カビを接優し,培水中コ.,ニーの成長を計測しその艶.乱 売鰍時間 (TLO)は第7表および抑8

表のとおりである｡また,各培地のソルビL/仮渡皮と発徹時間との鵜休を図に示せば第2回のとおりであ

?.I.享懐 き

-;:.:/ /' -:I_三 十 ●･ ::A, :' ‥.
= iKrJO.
IL-AN4NO.

第2回 榔臥 無勝塩薪の種夫かこよるソルビソ酸濃度と発徴時間 (Tll)との関係

Relat10nOfsorblCLICldaddandhoursofgrowlngfurLglbykindsofsaccharo-(I
andlnOrgaTILCS'llts

カビの株薪 (1) Asp /llger (2) Pe/∫SJ, 横束時r;il140時閑
(Spec･esofFungi) (rncubatlOnhours)(After140hours)
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第8表 ソルビ./慨.および津逮EEによる発徴時間 (TLO)の変化

ChmgeSLnthehoursofgrowlngEunglbysorblCaCldandosmotlCpressure

(1)AsJ,71rger

(2)J'e〝∫p

培 地 捜 頼 対 鮒

KlndsofmedLa GmLTOL

対 照
(Coれtro暮)

Saccharose

NaCI

KCI

KNO8
NaNOI

1F I/Taen'LLraLfonlIor&-!biFla,C2定 =

別

田

65

防

67

6

1080

95

16

抑

川

_

る｡

u 同一音速圧に上る胎耕および無練塩榊の撒類に上る尭徹時間の影Vについては,Ⅰ の結果およびさ

き!)の括柴についても添加溶fIの礁未知iあまり関係がlL:いようで,脚 こ物理化学的な藩遠圧の大きさに関係

あることがうかがわれるD

L21倍耕および無線塩原と防散剤による発散時rul(Tll)の変化を検討するならば.供託カビAsp 〃Lger.

Pc'15p ともにソ/L,ビ'/酸 1/3,000,I/2,000添加培地においては,栂軌こ比較して東棟塩原の溶質培地は

カビの発育に形VL,尭aL時間 (TJl)を遅延させている｡*農塩析中とくに NaCl,KClなどが供託カビ二

第9♯ 糖 類.および無汝塩何の健穀に上る増強効果

I:FLCCLofTelrlfoTCe

∴ . TA--i:I- -
SorblCaCld

byk)ndsorsaccharoldaJldlnOrganlCSit)ts

折柄および無焼塩軌の朝顔
KLndsorsaccharoldandlnOrgalllCSalts

DextroseSaccha~iNaClrOSe

Asp"･g- 鹿 eafotA･t.!慧讐 nx.!'!;.T

r'elE†P.

KClIKNO車 aNOI
165 104
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唖軒の発散時間を著しく遅延させているのが見られるb

l3 防at効果の増強作用についてI と同じく解析するならは.妨9&のとおりである｡

糖原および*練屯Flの穣軌こ上るさ逮圧と防t効果の増強効射土妨9&に示すとおり,供訳カビ二度とも

にソルビソ厳と舶双培地に比較してリルビソ殻と無捷塩類培地の方がi-しく防♯増強効果が認められる.

使用した無機塩塀を機類別に増強劫火を見ると../ルt:'ソ酸 l/3.000添加培地においてはNaCl,NaNO3

培地区が増畝効Etが大であるが,ソルビ./椴 l/2,000添加培地においては, NaCl,KClの増強効果が大き

く見られる｡ソルビソ慨の添加漉度によって無敗塩原の機掛こよる補強効力主に多少の変化をきたしたが.し

かし,馳郡と比較して柵機塩析の防微増範効iI主の著しいことが認められ,なかでもNaClの増新効果が大き

く認められた｡

押)によれは無敵塩掛 こは防腐剤の抗菌効iJ托 相戦する作用があり,この増強作JTIIi防腐剤や訳換Tilの唖

掛 こは無閑休であると述べており,また酵母の発榊 こはナト.Jウ上盤の場合には,ナトリウムイ*ソの阻審効

梨が認められると報/i-･しているが,木沢鼓の耗RIIこよれは,ナトリウムイオ./のはかにクp-ルイオソもま

た,カビの防書効射こ関係が大きいと思われる｡この点および無陳塩Eiの使掛こ上る増強効果の差について

もさらにくわしく検討を加えたい｡

水産粥味製品の防t剤としてソルビソ酸系保存剤のみが蚊用許可になっているにすぎない｡防aL法の一つ

として防書剤の分野が大きな役割りをもっているので.防書剤の効果的使用法についての検討は放賓な問題

であると思われる｡かかる見地からソルビン酸系保存剤の pH に上る旬柴的使用法と関連して,脊適正に上

る防散剤の増或効果について検討した｡防書剤 (ソルビ-/酸)と共存に上って.同一染透正の糖澱と無断塩

桝において明らかに防at増強作用に苦しい丑が認められるO糖穀で藩遠圧を高めた場合には坤に藩適正.ソ

ルビソ酸の効果の和が見られるにすぎないが.無線塩析ことに,NaClの使用により明らかに,脊適正とソ

ルt='ノ酸の和より大きい相月的な防散幼児が沈められた｡

水産調味製晶における防散剤の効束的班川法の一つとして,NAG)を以て製品の幹透匠を芹.rlめ.肋離刑の
効共を増強させることが肝要である｡

f r]

防散剤の効果的使用法として,肘掛あるいは無緋塩析の藩透圧に上る防at効果の畑強と,糖朋お1び無伊

塩類の種腰に上る増強効果の変化について検討したE.

得られた点兼は次の如くである｡

1)Asp_17･gerを用いて同一幹適正の Dextrose培地区と NaCI培地区にソルビー/軒各浪度を加え防*

効果を比較すすると.N8Cl培地区はソルビ./厳の防故効果を増載する作用が):きい｡

2)AsJ･niger と Pe11.SP を用いて同一夢遺臣の糖尿 (Dextrose.SacchtlrOSe)と無練塩耕 (NaCl,

KCl,KNO3,NLINOl)の健薪に上るソルビ./厳の防故効果増強作用は,糖尿においては,卿こ藩適正とソ

ルビソ酸の効果の和が見られるが,無敵塩掛 王さ適正とソルビソ酸の効巣の和より大きい,相対的な防敢増

強効果が認められた｡ことに NaClの防食補強作用が大きい｡
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水 産製 品 の カ ビに関す る研 究

第14報 カビ発育におよはすイカエキスの影響について

佐 藤 照 彦 .船 岡 挿 幸

(両虎水産訳牧場)

StudleSOn FunglIsolatedfrom MarlneProducts

XIV StudleSOn theeffectofsquidextractivematter

on thegrowthoH ungi

TeruhlkoSATO andTeruyukiFUNAOKA

ThesesLud】esweredeslgnedtolnVeStlgatetheeffectofsquld(0′'u'EaSLrej･he=Eoa,zt♪acljlcILS

Streenslrup)meilttOthegrow1110ffungL,becausesquldproductsaremoreadversely8flectedthe

growthoffungLthaTIOthermarlneProducts

lntherLrStProcedure.rawmeat.sk.Ttfrom rawmeat.andthemeatandtheskinfrom drled

squidwereextractedwithhotwa(er(at70°C).andconcentratedtoallquOtvolume Severalquanties

oEconcentratedextracts(0.25,50,75.loo劣)wereaddedtotwokindsoEstandardmedla(Czapek

AgarmediumandCzapekAgarmedlumm added1mol/1dex【rose). Tothesemedla,As♪･"tger

was.noculated TheImf)uenceofthegrowthoffunglWeredelerrmnedinvltrO

Theresultsobtalnedaresummarizedasfollows

l)AILtheext,actspromotedthegrowthofAsp′zLgel･bylrLaddltlVeStandardmedla

2)TheextractsmedLaWerebetterLhancontrolofstandardCzapekAgarmedium forgrowth

oEAsp7･･gerbutthegrowthwaslesscomparedwtLhthecontrololstandardCZapekAgarmedium

lnadded1mol/)dextrose
3)Thelung)(Asp/JlgeJ･)grewbetterWlthskinexLraCLsthanwhenmeatextractswereused

揺 す

著者らは水産製品の防徹に幽して試玖検討中であるが,イカ加工製品は他の魚塀製品に比較してカビに汚

染されやすいといわれる｡このことは製品水分畳,添加調味料などの形書も推察される｡カt:'の生育には窒

素源の種類および汝度などに上り,影甘されることは培地内の発育に認められることである｡イカ肉の肉質

阻庇においての他の魚類と著しく異なることは,すでに知られているが,とくにカtl'の生育Lやすいという

ことは,イカ肉成分のカビ生手相こあたえる影廿が大きな要因ではないだろうかo

北林ら1)はイカの表皮色索の水溶液はカビの成長を促進させると述べているごとく.イカの内部と皮部に

おいてもカビの生育に影響の益があると思われ,またイカ肉成分もカL='発育において他魚鞘と邦なる影響も

考えられるので,かかる見地からスルノイカ生肉 ･生皮およびイカ乾利点 (スルメ)肉 ･皮のエキスを抽化

し.カビ発育に対する影軌こついて検討を加えたので.その結果について報告する｡

拭 挨 方 法

1 供 託 材 料

1965年9月24日および10月15日漁捜した,節度良好なスルノイカ (OnlWEaSLl･ePJlaSSloa/JLPaCtfLC'LS

Streenstrup)を手にて刺鼓した'-巨胴肉 ･生皮と,府志郎乙部村で機械乾燥 (9月10日)した晶質良好なイカ
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乾畢品 (スルノ)の剥放したJiI肉と皮を供託材料とした

2 エキスの抽出

生肉 ･生政お上びスルメの肉 ･皮をそれぞれ細斬し.生肉,生皮は)0倍容の水で,またスルメの肉 ･皮は

40倍容の水 (生と乾物との水分含晶のtt:を考慮した)をもって,領曲池上で70℃.30分間,3回エキス抽出

し,浪施して-定盤 (Ljに汝磁)としたものを抽出エキスとして茨掛こ供した｡TL:お,生皮 ･ス′L･}皮共抽

出にあたって7;i性ソーダ液をもって pH90に関節し,抽出後は乳酸液で pH60とし.生肉 ･スルノ肉

とも同一 pH としたO 抽出,破綻後には再三城過を緋返し抽出エキスとした｡

3 基 本 培地

1) CzapekAgar培地

2) Dextroselmol/1の CzapekAgar培地

4.供 訳 カ ビ Asp ,ugeT･
5. 訳 玖 方 法

第 1表 カビの発育におよは'すイカェキス唖筋,および淡射こついて りJ

InfluenceofklndsofsquldextTiLCLsarLdconcenra110nOnthegrowthoffungL

エ キ ス箆頼 培 .｡cu藍..0.lh｡｡慧 間
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出三 肉
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生 皮
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生Rawmeal肉 98
生 皮
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ス ル ノ 皮
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基本培地に各抽出エキスを0.25,50,75%になるように加え.また軸Hl.ェキスのみ (100%)の寒天培

地を作製した｡基本培地のみのものを比較対照とした｡

殺菌'滞滑水 10ccに供筑カビ胞子を 1白金耳怒雨,あらかじめ殺菌した政経6mm の円形汝紋を胞子懸両

液に浸し.-h径 9cm のyヤーL,に上記各培地 20ccを注入し,漢EElさせた点平培地の中心部において.30
℃の恒温器中で培斉し,コロニーの直径の増加を計ボし,カビ発育にお⊥はす形書を検討した.

鞍点括Jtならびに考♯

生肉 ･生皮お上びスルメの肉 ･皮の抽出エキスを l)CヱaPekAgar基本培地に0,25,50,75%濃度に

なるように加えた培地および抽出エキスのみ (100%)の寒天培地と.2)Dextroselmol/ICzapekAgar

基本培地に l)と同じく各抽出エキスを段階的に加えた培地および抽uJ.ェキスのみの寒天培地に.それぞれ

供託カビ (胞子を付かさせた円形油紙)を轟捜し,コロニーの大きさの相加を計滞した括菜は辞1,2表の

とおりであるO

lnrLuenceoEkmdsoEsquldextractsandconcentratlOnOnthegrowthoEfungl
(mmL

エ キ ス 濃 度
ConcentratLOnOE
extract%

75

100
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証 基本培地 Dextrose1moL/)の CzapekAgar培地
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また,抽出エキス*鹿とカビの発育におよはす形fについて l)は増発66時間.96時問抜,2)は増発66

時間技のコ.,ニーの直径を計耕した結果を回に示すと,筋1,2回のとおりである｡

~_It'JA" (L■■-1J■■-▲●
fH 回 イカェキス横柄,および浪度によるカビの発育とのLM簾 uJ

RelatLOnthegrowthoffunglbyklndsoEsquidextractsandconcetltraLion

基本培地 (Standardmedium),CzapekAgar培地 (medlUm)

~二▲一′■▲l■~■▲l■▲■
K2艮 イカエキス郷 ,および*度に上るカビの発育との関係 L2)

Relat10ntllegrOⅥlholfunglbyklndsoFsquidextractsandconcentration

基本培地 (Standardmedium)･Dextr岱e1mol/ICzapekAgar培地(medlurn)

1) CLapekAgaT基本培地を用いた場合

第 1衷お上び約1回のごとく,基本培地のみの対鰍 こ比較して.各エキスの唖 軌 浪度の釈輸培地は培賀

9時 間後にはコ.･ニーの成長は,対照培地における供就カビコPニ-の大きさと.かなりの基を生じ.カビ

の発育に好形事をあたえている｡

すなわち.生肉･生皮エキス試験培地では.75%浪度において最高発育し,カL:'の尭'fFに好影呼をあたえ

ている｡また.スルメ肉 ･皮エキスでは50%淡皮において最高発育し,カビ発'ffに好影響をあたえている｡

しかし抽出エキスのみ (100%)培地においては.生肉 ･生皮,スルノ肉 ･皮培地jtに基本培地の対掛 こ比

較してカビの発称は良好であるが,エキスiA度25,50,75%の培地における供訳カビの先JGに比較して不良

である｡

肉エキスと皮エキス両者のカビ発育にあたえる形Vを比較すると,生イカにおいてIi肉エキス培地より皮エ

キス培地の方が,カビ発育に好影書をあたえている｡スルノにおいては,′ヒイカの生肉 ･生皮エキス培地ほ

ど,カビ発育に対して差が大きくはないが.いずれのエキスiA度培地においても.スルノ皮エキス11肉ユキ
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ス上りカビの発育に好影書をあたえている.

2) Dextrose1mol/1C乙apekAgar基本培地を用いた椴令

雛2毅.荊2回のごとく.エキス培地澄軒,浪齢こ上るカビの発育との関係をみると,生肉 ･生皮および

スルメ肉エキス培地において.エキス牡鹿50%まではカビの充柳 王良好になるが,それ以上の湊齢こなると

カt:'の発育状腰はやや不良になる｡抽出エキスのみの培地においてはカビの発育はさらに不良になり,基本

培地の対照における供託カビの発育状唐より不良になっている｡この抽ItJ.ェキスのみ の培地 に Dextrose

05,1mol/1を加え幹速圧を高めた培地においては,抽!ll.ェキスのみ (100%)培地において上りカビの発

育状態は良好となる｡

第3固 イカエキスの浄適正によるカビの発Af7とのLm係

ReltTItionthegrowtl10fbyosmoLICPressureOrSquldextracts

韮JB･培地 (StandardnledLuttl)Dextrose1mol/1CzapekAgar増地 (medlUm)

～ 100(A)ェキス100%に Dextrose05mol/1添加 (ExtrllCLslOO%HtaddlLLOnOfDextroseO5mol/1)

++ loo(B)･エキス100%に Dextrose 1mol/t添加 (ExLracLSIOO%lnadd】110nOfDextrose 1mol/I)

肉エキスと皮エキスのカビ発育にあたえる形41を比較すると.JJi,スルメともに皮エキスは肉エキスより

カビの発育に好形Vをあたえる.しかしスルノ肉 .皮エキスのカビ光背におよはす影書の両者の差は,エキ

ス漉度の榊加とともに差は小さい｡

培地の幹遺臣の高低は,カt='の篠原にもよるが.その兜軒状態は炎なることはさきの報告2)で述べたが,

本訳掛こおいて供訳したAsJ,JJtgCrにおいても,当然二つの異なった基本培地を用いたエキスではカビの

発育状態が用い炎なるが.頼向としてほ基本培地に含有した生イカの肉 皮およびス/I,ノの肉.皮エキスに上

りカビの発育は良好になる.これらのエキスのみ (100%)培地においては,CヱaPekAgar培地の対照に

比較してカt:'の先冊ま良好になるが,藩遠圧を高めた基本培地 (Dextro紀 lmoln CzapekAgar培地)の
対照に比較すると,カビの発育は多少不良になっている｡しかし.この培地に Dextro父 を加えて審議圧を

高めてみると,カビの発育状掛 i良好である｡これらのことからイカ肉を用いた粥味加工品はある程度詮議

圧が高いので,供武力t:'のようなカビ類などが発生しやすく.良好に生育するのではないかと思われる｡

谷川ら))はス′り 無適中におこるナワズレとカビについて,カビの分常にあたって勅汁寒天培地では分焦

できず,姓汁にイカ肉エキスを添加した培地において,カビの分片を試みていることからも,イカ肉エキス

はカビの発育を良好にすることがうかがわれる｡

イカ抽tlJ.ェキス中.内エキスと肢エキスとのカビ先例こお1はす形Yについて,基Jt培地と脱合した各エ

キス,各エキスのみのもの,また各エキスに Dexlroseを加えT=ものについて検討した括盟,生 ･スルノと

もに,内エキスに比較して皮エキスの方が,カビの発育を良掛こする仰向が認められたCイカのR皮色兼の

カビの成長について,北林らl)はイカ表皮の chroTniltOphoreに含有されている色窯のカビ生Jffに対して,
526mJ▲付近に吸収捷大を示す色窯の水蘇液は,カビの成長を促進することを明らかにしている｡

本訳!かこおいて表皮色索の碑触抽出を行ない色架のカビ発剛こね1はす影軌こついて検討を行なわなかっ
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たが,皮エキスは色素も抱合しているので,カビの発育を促進することが本訳鼓の応架より推ポされた｡

芋 的

スルノイカの生肉 ･生皮および乾物 (スルノ)の肉 ･皮より70oCの加無水をもってェキスを抽出,調整し

藩適正の興なった二価の基本培地 (CzapekAgar培地,DextroselmoVICzaT)ekAgar培地)を用い.

これに各抽出エキスを0.25,50,75%になるよう加えた培地と,各抽出エキスのみ (100%) の培地に供

試カビAsJ) ,･,gerを按唖し,発育におよはす影掛 こついて検討した結果を要約すれば次のとおりである｡

1) 各抽出ユキ刈ま両基本培地と混合することによって AsJ,'Hgerの発育を良好にする｡

2) 各抽LHlエキス蝉独培地において.AsJ,′LLgerは CzaJ)ekAgar基本培地の対照培地に発育した ノIsf･

nLgCrに比較して売掛 ま良好{･ある｡

3) カビ(Asp IZLger)の発育促進には,肉エキスに比較して皮ニキスの影響が大きいO

文 献

1) 北林邦次 ･石川宜次 ･巾村邦輿 (1965) 北水研報 (30)78
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3) i)rl英一 ･打田連番 (1954) 張白研究班研和 (3)水産庁調査研究部研究約-課
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ホッケの調味 くん製品に現われる白粉について'

中村全良 ･木EIl健治 ･秀里革カ

(中央水産部換壌)

StudleSOn theW hiteFlourAppearing on theSurfaceof

theSmokedandSeasoned "Hokke" (PleurogramusAzonus)

MasayoshlNAKAMURA,KenjlKIDA andTakatoslllHlDESATO

WhenmanufacturLngSmokedandseasone(LHHokke…o'whensLorlngit,alargequantlLyOf

whLteflourappearson.tssurface ThlSPherLOmenOrLCausesadeLerLOraLionoH hequallLya.ld

givesmuchtroubletothemakers

ToEmdamethod10PreventlhlS,WeflrSLmadeanatLempLtOflndwhatcoml泊SitlOnSOrthe

whlLeELourwasandhowltChangeddurIngItsmaElufacturlngprocess

Theresultswereasfollows

l)ThewhlteEIou'whichappearedonthesurfaceofproductswascornl泊Sedmostlyolcre.Itlne

indconta】nedasmallamountofinorganicmatteraSlmPurltleS

2)TheeffectsOfdLflerenHemperaturesandpHonthesolubLlllyOEcreatlneWerelnVeSl･gaLed

呈indltWasa5Certa】nedthatIl阜solubl】.tyIncreasedcons】derablyatabovelO'CandbelowpH4
3)ltwasfoun(lthatthecreatlnecontentln■一Hokke" meatdecreasedwlththedeter)orfLtlOn

olitsfreshnessandt】ledegreeofwater-b]eachH一g

4)1tlSpresumedthattheprocessc乙luSLngthe{lpPearanCeOfcreiltLneOnthesurfaceofthe

productsISaSfollows

CreatlneWasnottheresul【ofthellecomposltlOnOfthemeatPrOtelnFrom adeterlOraL10nln

lL与freshnessbutappetlretlfromthedlSSOClat10nOEc一eat.nephosphate(phosphagen).nthemetLt

lrLthedrylngProcess,Creat.neaCCumlaLedlnthemuse)esbehavedwlth亡hemoISturetrarL5rerredto

theSurraCefromwlthlnthemeatbyinternaldlfEusLOnandc'ystalllZedlnlOaWhl一eflourasaresult

ofdeb)rdrahononthesurface OnthlSOCCaS.On,however.thequantttyanddlStTlbut10nOHalSand

oi)sm mea一sgreat)yinfluencedtheappearanceofthewh⊥teElour

洋 書

ホッケの調味くん製■腎lの魁遜および貯蔵中に,カビ様の白粉が製品表耐こ現われ,商品価値の低落をまね

き,製造業者の大きな悩みとなっているO

水産製品におけるこのような白粉あるいは結瓜桝rHの現象は数多く見られ,多くの研究により,すでにそ

の原因などはほとんど解明されているOこれらのも】快 を要約すると,郡tRのようにその原田は.徽′I=物に

よるもの.有焼物によるもの,および無機物によるものの三つに大別される｡

筆者らは･+･ツケ調味くん軌馴こ生じた白粉のp-THJ.防止のために,まず白粉の本体を明らかにし.この性状

とこれが製造過程中の洞尺を若干検討し,二,三の結果を得たので報告する.

+昭和40年度El本水産学会北海道支部例会にて先&



第 1表 水産物に現われる白粉についての既往の研/jt:始巣

ResultsofprevlOuSlyachievedlnVeSLlgatlOnSOnWhlleflourformedon

thesurfaceofvarlOuSmarlneproducts

原 民.g惣 質 i Ma,lne禁 だ悪 霊 IeLaee禁 uhnlLei.Our

微 生 物

MICro°rganlSm

カt='煩 Mold

双球嶺 Dlp】ococcus

イカくん製その他の的妹千 品1)(Smokedsqul(Eand

otherseasoneddnedproducts)

竹輪2)(A kindoHIShpilSte)

有 機 物

OrganlCTnalter

フグ味りん千 晶3)(Drledmirln-SeaSOIlellswellEISh)

イワシ九千晶l)(Drle(ISardlne) ウニirT語5)(Cant-ed

seaurchlrL)仙斬酢沸品6)(PICkllngflShproducts)

スルメ17)(Drledsquld) 干ダコ4)(DrleddevllflSh)

干アワビ1)(Drledabalone)

スルメ7)(Drledsqul(1)

サワラくん製krr)4)(Smoked"SiiWara")

コソプ8)(Drledtangle) ワカノ8)(Drledwakame)

無 勝 物

1norganlCmatter

SodlumChtorlde

SLruvlte

So(llunPhosphlte(orLho)

MÌgneSlumCilrbonZLtC

イワy.キスの九千品J)(Drledsardlneandslllgo)

くん製ニyソLO)(smokedherrlng)

その他の塩千品 (Othersaltedanddrledproducts)

サケ,カニ,マグロなどの佃詰II･I2･I3)(Canne(Isalmon,

crIlt),tuna,etCI7イザ}の塩千晶Ll)(Saltedand

(lrLedshark) イカ塩干l)(Saltedsquld)

冷謙新巻サケ15)(Sa】Ledsillmon)

塩蔵卵l)(Salte(lf15heggs) イカ塩干4)(SilltelL

squid)

実 検 と 卓 果
I 白粉の本体について

tl)& #

試料の表面からとった白粉を検鏡した｡写瓜 1のようにこわれやすい榊状あるいは楼状の結晶で,菌糸は

みつからなかった｡

t2)灰 化 訳坂

白粉の梢製Su,=[描 画にqruJ.した白粉をノスにて採取

し.温水に淋解した｡この場合,若=F諮色していたの

で,活性炭を加えて胤過し,無色透明な淵液を糾たO

これを減圧で渡船し,白色の粉末を得たo以後の実験

はこれについて行なったo

結盟 白粉を磁態皿で加熱した絵月と.脱 化.I.I.I.色を皇

した.灰分は若干残存したが,大部分は有顔物で,不

純物として無傑物が混在していると推定した｡

白粉の薪徴税写1'I

MtcrophoLographolthew)1LteFlour

L3)白粉の性状および組成

班玖プ)法 梢製した白粉について.溶解度その他定性反応および成分分qrを表示の方法に従い行なったO
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第 2表 白 粉 の 性 質

PropertleSOhhewhiteflour

奴 駅 nji R Item

溶解度 Solubl】Lly

溶解時のpH pHoilhesolulOn

フェ-リソ〆氏液還元反応

Fehllng'sre(luclngreaCtlOn

辛-I)ッyl反応 MoHSChreact10n

曹連石灰と加熱 LIeatwllhsodallme

ニソヒTlリン反応 Nmhy(lrlnreaCt10m

lL-~L- --什 状 Properly

水に難溶,酸に可溶

lnsolublelnWater,SOluble)∩ac)dLty
76

随 伴 NegatlVe

仏 性 NegatLVe

7/モニ7ガス先生 Arnmolllilgasgellerated

陰 性 NegatLVe

第 3表 白 粉 の 分 析 結 果

ChemlCatCOmPOSILIOrLSOfthewhl【eFlour

組 成 Cbmponent 含 有 蛋 ConLent

128%

250%

37%

66%

14-15%

分 析 法 AnalytlCalmelho(】

ミクロケ′レF'ル法 MICrOkJel⊂laht

比 巴 払 ColorlrrLelrLC

炎 光 分 qr FlamepholomelrlC

糸E,巣 郡21&および第3表のようである｡

以上の結火から,白粉の本体は第-に襲紫を多見に含むこと,折二にニソヒドt)ソ反応は陰性であるが.

ァミノ化合物と考えられること,折三に溶解皮が低く,溶解時のpHが若干アルカリ脚こあることの三点か

ら.クレアチソまたはクレアチニソではないかと推定した｡

脚 べ-JL クp7トグラフイによる確認

試料 7 クレ7チソ絶品 (対照として)

n タレ7チニノ純品 (対僻として)

TIT ホッケ調味くん製品から採取し.机魁した白粉

rv IIJを 1008Cで30分間加熱したもの

実畝方法 10) n-ブタノ-ル,酢酸 ･水 (4 1 2)を溶媒として常法とぉりべ-Jl-1クロマトグラフ

ィを行TL:つたO展㈹後,波紋は(a)風乾後と(b)100.の乾燥市中で30分間加熱後のものについて,1%t='クリノ

酸浴液と 05N苛性ソーダ-溶液を噴帯され,検化されたo

試料ⅣはクL,7チソがクレ7チニソになるためには100'で30分rijJの加熱ではふじゅうぷんであることを示し

ている｡

(5) 白粉中のクレ7チL/含IILi

実畝方法 ｢クレ7チソの加水分解によるクL,アチニ'/えの変換】7)〕

白粉を一定束秤鼓し,25ml容メスフラスコにとり,15mtの水と5mlの2N HClを加えて配合し,汁

ー トクレーブ中で 117.-120'で20分間加熱,加水分解後冷却し.10% NaOH 溶液を加えて過剰の髄を中卸

し.25ml定容とした｡

〔クレ7チニノの定敬】
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第 4表 Fl粉のベーパー クp7 ト〆ラフ ィ

PaperchromatographyofthewhlLelLour.

試 料 康一~由 法
Sample Detect-vemethod

Samplc

036

04JI～045

044-045

036

044

036 044

11 ･ purecTealinlneaSCOnLrol
m lhewhlleflour,forne(IoTlthesurfaceofseasonedandsmoked●'Hokke''

IV ･ thewhlref)our,heatedat100'for30minutes
DetecLlヽ･emethod(a)AfteraiTL-drylng.aStrtpWasSprayedtwo reagenL5-1% pLCrlC.1CLd

and05% NaOH-fordeLeClion

(lI)Alteral一-drylng,anotherslrlPWasheatedfurtheraLIOO'(or30
mlnUte5,andthenwasdetected

坂口らの方法】8)に従った｡すfJ:わち,上記倹液 lmlに05N NaOI-Ilmlお1ぴ1%ピタ1)./憶淋液4

mJを加えて25分間放促し.崩潮水を加えて全風を 20mlとしてよく雌挿し.波長535mF̀における吸光度

を測定したO

別に純クレアチエソを用いたP,Ts利払線を作成しておき.これよI)クL,7チニ/免をW_.LH.した｡

〔ク1,7チニソ値からクレアチソII71への換5)〕

タレ7チニノ丑に116の係数を乗じてタレ7チソ先としたE,

括巣 白粉中のクレアチンAを沖定した括架,その808%がタレ7チ/であったC

]1 クレアチンの薄井Zlに対する薄味の温よおよtfpHの形■

ホッケの調味くん製品に現われる白粉が大部分タレ7チソ結晶の析llJ.であることがわかったが,一般に淋

液上りの結晶の析IIJ.は轄雌の,.&尭ならびに軒液の狙度旺下により起こる すfL:わちこれらの清瀬度変化に上

り杏液中の成分イ*I/浪d:-がその温度における解析度と平衡に逮するまで括曲の折仙1推探される｡この場

合温度のたかに浴液のpHもまた溶解度に正大な形Iを及ぼすものである｡

そこで実者らは納品のタレ7チ-/の浴解度を治雄の温度および pHを変えて実験した｡

ll)車朕の温度の影■

実験J方法 訳敦脚こ崩滑水をとり.各狙虻の恒温荘中に入れ-クレアチ/の細末を過飽和とfL:るまで投入

し,ときどき推押しながら2時間放置した｡次に恒温器の温度と同乱酔こ保持した保温滅tト中にて浦過し.

おちに減液中のクL,7チソ且を T15)に従って加水分解後比色測定した｡

結果 節 1回にみられるように.gLIJ足した払皮範鮒の 0-35'のrHlでは,nl腔が10̀以上で淋解虻が.'LL増
した｡

L2)蘇煤のpHの形事

実験方法 磯節液として Walpoteの塩戯一節憶/-ダ(065-520),KolthoEfの併願カリー抑砂 (58

-9.2)お上び S8rensenのBF砂一苛性ソーダ (9.23-1232)を用い,前gHllの突放法と同じようにして

令T,Hにおける椿頼皮を淵足した｡ただしクレアチ/の扱術能に上り赦,7ルカリ何ともに中性付近に pH

が移るので,タレ7チ'/溶解後のpHをiPl足して,このpHにおける*'解慶として表わした｡

紡果 那2回の1うにpl-lLl以下の佃性でホ鮮度は急哨し,訳験したpH域においては4以上では庵かな
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し

事1回 タレ7チl/の蕪群生に対する温度の影I

cTa2m=igler Ta.hre
ChangesinsolubllltyOfcreatlnebypH

がら漸接したo

ITl ホッケ肉のクレアチン含有Lの穀達過程中の変化

原料ホッケ内申のタレ7ナンが厘 亘ト→璽 垂二トー一･l水凍洗液 トー l脚 - 逐 亘亘コ-

[三玉章1---園 という開味くん製品製造過程中にどんな変化をするかを明白にすることは,タレ7チソ
結晶の析出防止を考える上で並要TL:ことである｡

雅暮らはまずが腔低下および開埋後のフィレ～の水淡,水晒しの形呼を検討した.

(1)鮮度の形♯

試料および貯兼粂件 5月26日余市に陸揚げされた新がな′トー中型ホ･,ケをフィレ一状となし.2- 5●
の冷室に保持し,適時とりHIJ.して乗掛こ供した｡

実験方法17) 〔血肉中のタレ7チ./の定Jt)

血肉 10gを構挿し. gOmlの議滑水とともに磨砕を行IL:い｡これを:犯分間沸貯水瀬中で時々lE挿しTL:那

ら放空し,検波紙にて漣別し.無水抽出液を得た｡この魚水抽出15rTJ掛こついて前萌 J15)のように加水

分解,比色を行ない.クL,7チソの定立を行った｡



第5表 ホッケ肉中のクレアチL/含塵に対する鮮度の影響

ChtlngeSOfcreatlneCOnLenlln'-Hokke"meatdurlngSLOrageIll215BC

:t｡?e｡Fda芸 l水M.:S.u三e"' L-毒fVia還 音 還 芸
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節 々

Remarks

新郎 Freshness

腐敗 Putref王LCtlOtl

結果 的5表のように腐敗に至ってタレ7ナンの急速な減少が見られたが,腐lulまでに至らない節度低下

ではその派少は緩慢であったo

L2)水晒しの影僻

試料および方法 前額と同じ新鮮な原料をjrJい,フィレ-となし,試料とした｡

これを水温75'の流水中で 6樹札 23柑iLl水晒しを行なった｡ クL,7チソの定見法は前項と同様であっ

た｡

第 6表 ホyケ肉中のクレ7ナノ台地に対する水l耶しの影響

changesofere.lLlneCOntenlln"Hokke=meatbywtlLer-b)eiLClllng

議 ce盃 裏 而 Lu三e%' 庸 禁 裏 嘉 還 lTe姦 訂

⊥ ｣ ……至⊥ 曇 ｣ ………

結果 郡6表のようにタレ7チー/含丑は見掛上は水晒しにより6樹Fi】で57%,23時間で223%に減少した

が,無水物に換井すると,231時間では28%に減少するが,6帖榊{1188%にしか減じなかった｡これは水晒

しの初期には吸水が嘗しいため'{･あろう｡

考 ♯

今まで行なわれた研兜には水産製品にクレアチソの軌払qTTFtJ.の報告は見当らないが.ホッケ鞠味くん製品

に生ずる白粉の-&体は8捌以上がクL,アチ-/であることがホ実鋲の杭先明らかとなった｡この他に･7ミノ

酸は含まないが,若干の無機 物が不純物として混在していた｡この無横物については詳細な分析を行なって

いないが,炎光分析の鮭火から推崇して,食塩とストラノミイ トの抑tJ,と考えられるC

クレ7チ./は各種魚肉に02-07%含まれることから,タレ7チソ析出の現釦 iホッケ粥味くん製品独

特のものとはyJ-えられない｡むしろ今までも水産軌Vlにはあらわれていたと思われる｡ただ7ミノ酸の一種

でありながらニソヒドリ./反応陰性のために見洋とされていたのではないだろうかつ

このクレアチソほ内兜の鮮度低下による魚肉出ELlの分解からと1=.じたものでなく,爪の死後脊椎動物のフォ

ス7-,_ゲソであるクレ7チノ燐酸の解掛 こより筋肉中に葛gItSれ これが乾燥過掛 rlに.内部拡数により

衷耐 こでてくる水にはこぼれて筋肉=&面に妓り.表両の脱水によりク1,7チソの削 luとして析HJ･してくるも

のと推解されるO なお･i-,ケ原料肉 (水分 76%)中に05-06%のクレアチソが存在し･製品の水分が

約 40%と仮定すると.製品中のタレアナ./郎 融ま119- 143%であるが-実際に魁品中の水分に対する

クt'アチ･/浪度は3ll-367%となり.製品のすべてはクレ7チソをだi晶として含み-Fl粉を発生 す る

はずである｡しかるに製造業者の経畝によれは,電R)】魁道のものには内紛の発生がほとんど見られない の

で,この白粉形成を阻止する何らかの要因があると考えられる0-秒 こ白粉を発生した勲晶はその衷面に洲
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がういていないような製品に見られ勝ちであり.また舷 燥過度になりやすいところから生じてくるので,原

料瓜の体油の且および存在様式が大きな影背をもつと推察される｡

次にこの白粉形成の防止法について考察すると,クL,7テンは筋肉中で鮮度の低下に上り械少するとはい

い,席敗に至るまでは捷めて軽便であるので,即座低下を行なわせても.大きな効果は月給できIL:いo

くん蒸のさい.くん煙をじゅうぷんにかけ,あるいはBEの任用などに上って肉flのpHを低させたとして

もprr･4以下まで下げることは食味上からもできないし,タレ7チ./溶解度の増加はそれ以下でなけれは期

待できないのlt･.この方法も着用できない｡

これらの消庫的な防止法のほかに,水溶性物ffとくに味に形聯するエキスの流出を伴うが,水卿 こよるク

レアチンの除去は々ばの余地があろう｡第6Rから製.払 (水分40%と仮定)にlL:ったときのタレ7チノ量の

含有水分に対すろ液皮は3%臥 水晒し6時rillでは水晒し肌のものとあまりり変らないが.23*聞水晒しで

は093%となり,まず白粉の析州はないと考えられる｡ただし,この萌合体油の沈ItJ.も進tlL,また製品の

肌あれなども々えられるので.23時間もする必要はtL:いと々えられる.この水晒しのさいのクレアチソ除去

率は水晒しの初期lこは吸水がはなはだしく.肉からのクL,7チソの除去はほとんど行われていないので,好

潤を防く･ため食塩水に上る水耶Lを行えば,水晒し勅北も上り,水師し時間も短縮.{･き1う｡これらのかこ

ついては生産現助での検af･な行っていtL:いので,今後検討を進める必%(があろう｡

手 f)

ホッケの調味くん恕品の製造,貯議中に,その表面にELl粉が現われ,商品価値の低落をまわき.世道業者

の大きな悩みとなっている｡

この防止法を確立する手始めとして,この白粉の組成お上び性状を内べ,これが製造過程中にどのような

消長を示すかを検討し.次の右'淡 を紺た｡

ユ) 本魁晶pR両に現われるr'l粉は大部分がクL'7チソであることをベ--一･クロマトグラフにより確認

し,不純物として無練物が存在することを知った0

2) クL,アナソの溶解度に対する温度およびpHの影Vを検討し,温度は10℃以上,pHは4以下で,'1,Jn

することを知った｡

3) ･+プケ肉のクレアチソ含屯は耶皮の低下にともない,また水郷Lによっても練少する｡

4) 白粉の生成汝牌を推察し.その生成yT-LLの方法について考察した｡
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